
今、　花ひらく小さな城下町　三春

最
終
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に
ゴ
ー
ル

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー 
有
森
裕
子
さ
ん （関連記事：2 ページ）　

第20回記念さくら湖マラソン大会　

今、　花ひらく小さな城下町　三春今、　花ひらく小さな城下町　三春今、　花ひらく小さな城下町　三春
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大
会
前
日
の
６
月
10
日
に
は
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に
お

い
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
大
会
運
営
に
貢
献
さ
れ
た

歴
代
役
員
３
名
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
９
団
体
に
大
会
長
の
鈴
木

町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
」
と
題
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
メ
ダ
リ

ス
ト
の
有
森
裕
子
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼ 

歴
代
役
員
表
彰

▽ 

笠
間
忠
さ
ん

▽ 

下
重
庄
三
さ
ん

▽ 

故 

鈴
木 

茂
さ
ん

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
表
彰

▽ 

三
春
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ

▽ 

三
春
町
体
育
協
会

▽ 

交
通
安
全
協
会

　

 

三
春
町
連
合
会

▽ 

三
春
町
消
防
団

▽ 

中
郷
ま
ち
づ
く
り
協
会

▽ 

中
妻
ま
ち
づ
く
り
協
会

▽ 

福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　

 

陸
上
競
技
部

▽ 

三
春
町
立
三
春
病
院

▽ 

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン

　
 

柴
原
汁
の
会

　

第
20
回
記
念
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
６
月
11
日
中
郷
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
開
催

さ
れ
、
１
４
９
５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
18
部
門
に
分
か
れ
て
完
走
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
ゲ
ス
ト
の
有
森
裕
子
さ
ん
と
一
緒
に
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
ラ

ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
精
一
杯
の
走
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
一
般
男
子
39
歳
以
下
・
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
一
般
男
子
40
歳
代
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
親
子

ペ
ア
の
３
部
門
で
大
会
新
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
部
門
の
町
内
ト
ッ
プ
の
選
手
に
は
下
重
庄
三
賞
、
小
学
生
の
部
門
の
町
内
ト
ッ
プ
の
選

手
に
は
三
春
町
長
賞
、
親
子
の
部
門
の
ト
ッ
プ
に
は
議
長
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

選手宣誓をする
八巻玲那さん（三春中）

▼ 

下
重
庄
三
賞

▽ 

中
学
生

・
男
子　
鈴
木
和
真
さ
ん
（
三
春
中
）

・
女
子　
佐
久
間
珀
亜
さ
ん
（
三
春
中
）

▼ 

三
春
町
長
賞

▽ 

小
学
５・６
年
生

・
男
子　
平
野
義
生
さ
ん
（
三
春
小
）

・
女
子　
佐
久
間
遥
さ
ん

　
（
三
春
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽ 

小
学
３・４
年
生

・
男
子　
白
岩
俊
太
郎
さ
ん

　
（
中
郷
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

・
女
子　
鈴
木
英
理
さ
ん

　
（
沢
石
防
犯
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▼ 

三
春
町
議
会　
議
長
賞

▽ 

親
子
ペ
ア

　

井
掘
紀
美
さ
ん
・
那
月
さ
ん

春田大橋をバックにかける選手

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
開
催

講師の有森裕子さん

第
20
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

次々とゴールする選手

5 ㎞男女一斉にスタート

10 ㎞男女一斉にスタート

親子ペアと共にスタートする有森裕子さん（右）

三春汁がふるまわれました

小学生女子の選手

小学生男子の選手
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５
月
中
旬
か
ら
６
月
４
日
ま
で
、
お
城
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
街
な
か
に
三

春
城
歴
代
藩
主
の
家
紋
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
ぼ
り
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
城
山
公
園
を
中
心
と
し
た

第
３
回
お
城
山
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
三
春
小
学
校
下
の
明
徳
門
の
開
門
式
が
行
わ
れ
、
伊

達
政
宗
公
に
嫁
い
だ
三
春
城
主
田
村
清
顕
公
の
娘
で
あ
る
愛
姫
が
平
成
30
年
に
生
誕
４
５
０
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
愛
姫
の
輿
入
れ
に
ち
な
ん
だ
演
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
に
は
、
城
山
公
園
広
場
を
舞
台
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、

お
城
山
お
宝
さ
が
し
ラ
リ
ー
、
三
春
グ
ル
め
ぐ
り
抽
選
会
な
ど
が
催
さ
れ
、
城
山
公
園
に
は
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

■ 

一
夜
城
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
５
月
15
日
か
ら
６

月
４
日
ま
で
の
期
間
一
夜
城
と
し
て
建
設
さ

れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
三
春
城
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
春
城
は
、
永
正
元
年
（
１
５
０
４
年
）

に
田
村
義
顕
公
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
、
明
治
維
新
後
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
三

春
藩
主
の
居
城
と
な
り
、
別
名
「
舞
鶴
城
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

—
 

城
下
町
の
賑
わ
い
を
求
め
て

第
３
回 

お
城
山
ま
つ
り

■ 
特
大
め
ご
み
ち
ゃ
ん
披
露

　

前
回
の
お
城
山
ま
つ
り
で
行
わ
れ
た
愛

姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
作
品
と

な
っ
た
「
め
ご
み
ち
ゃ
ん
」
の
特
大
ぬ
い
ぐ

る
み
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

一夜城イルミネーション

特大めごみちゃん披露

開門式のようす

開会式であいさつする
増子弘昌実行委員長 会場のようす

三春レディバグズダンスクラブ

三春小学校児童の皆さんによる盆太鼓

舞踊の披露
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５
月
28
日
、町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、三
春
町
消
防
団
に
よ
る
春
季
検
閲
式
が
行
わ
れ
、

団
員
３
２
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

検
閲
式
で
は
、
町
長
と
団
長
に
よ
る
通
常
点
検
、
７
分
団
26
部
す
べ
て
の
部
に
よ
る
ポ
ン

プ
車
操
法
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
全
団
員
、
全
車
両
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
団
員
は

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
町
長
表
彰
と
し
て
14
名
の
団
員
に
優
良
賞
が
、
団
長
表
彰
と
し
て
13
名
の

団
員
に
功
労
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
３
代
で
分
団
長
を
務
め
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
町
長
・
団
長
連
名
で
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
に
は
、
地
域
や
職
場
の
ご
理
解
、
ご
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
引
き
続
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
春
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
開
催

消防操法のようす

分列行進のようす

通常点検のようす

　

６
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
、
30
周
年
を
迎
え
た
姉
妹
都
市
交
流
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
く
こ
と
の
確
認
と
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
復
興
が
進
む
町
の

現
状
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
親
善
訪
問
団
が
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
協
定
締
結
30
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
長
、
ラ
イ
ス
レ
イ

ク
国
際
交
流
協
会
長
と
と
も
に
一
層
の
友
好
関
係
を
誓
う
協
定
書
に
署
名
し
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
州
議
員
か
ら
記
念
の
楯
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
と
教
育
会
議
を
開
き
、
子
ど
も
た
ち
の
交
換
留
学
や
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、今
後
の
交
流
を
継
続
す
る
協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
定
さ
れ
て
い
た
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
は
、
悪
天
候
の
た
め
披
露
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
学
バ
ロ
ン
郡
校
へ
会
場
を
移
し
、
三
春
伝
統
盆
太
鼓
や
三

春
盆
踊
り
を
披
露
し
会
場
全
体
で
大
き
な
輪
と
な
り
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
持
参
し
た
三
春

産
の
お
米
や
お
酒
を
振
舞
い
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
折
り

紙
、
書
道
、
茶
道
な
ど
の
体
験
実
演
を
と
お
し
て
、
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
人
た
ち
と
交
流
を
行
っ

た
り
、
震
災
後
の
三
春
の
現
状
報
告
と
し
て
、
震
災
当
時
の
様
子
や
現
在
の
状
況
を
ま
と
め
た

写
真
の
展
示
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
農
場
視
察
で
は
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
農
場
や
特
産
の
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
活
動
の
合
間
に
は
、
歴
史
や
文
化
の
名
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
国
際
交
流
協
会
の
方
々
や
、
30
年
前
か
ら
交
流
事
業
に
協
力
し
て
い
る
た
く

さ
ん
の
方
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
遠
く
離
れ
た
姉
妹
都
市
と
の
絆
を
再
確
認
し
、
中

身
の
濃
い
活
動
を
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
締
結

３０
周
年
を
記
念
し

２４
名
の
親
善

訪
問
団
を
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
に
派
遣
し
ま
し
た

ウィスコンシン州立大学にて
ライスレイクの皆さんとの集合写真

折り紙や書道体験コーナーで文化交流

茶道のデモンストレーション

三
春
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
開
催
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　平成 30 年度町職員採用候補者試験（高校卒程度）を行います。受験を希望される方（身体障害者手帳の交付を
受けている方を含みます。）は、町役場備え付けの申込書により期日までお申し込みください。部活動経験者の応
募を歓迎します。申込書は、町のホームページからもダウンロードできます。
※ 詳細は、ホームページまたは、役場総務課備え付けの受験案内をご覧ください。
◆ 町ホームページＵＲＬ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
▼ 募集区分・職種など

平成30年度町職員を募集します

採用予定人員

試 験 区 分
職 　 　 種

受 験 資 格

受 付 期 間

第１次試験

平成２９年７月１２日（水）～ 同年８月１０日（木）
郵送の場合は、８月８日（火）までの消印のあるものに限ります。

高校卒程度

昭和５３年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者。ただし、大学を卒業した
者または平成３０年３月までに大学を卒業する見込みの者は除く。（学歴は問いません。）

：平成２９年１１月上旬頃
 （日程については、第１次試験合格通知の際、お知らせします。）
：三春町役場
：小論文、適応力検査、面接等

第２次試験

試 験 日
試験会場
試験内容

そ の 他
試 験 日

試験会場
試験内容

：平成２９年９月１７日（日）
：小野町多目的研修集会施設（田村郡小野町大字小野新町字中通２番地）
：教養試験、専門試験（ただし、一般事務は教養試験のみ）
 一般性格診断検査、職場適応性検査
：福島県町村会の統一試験により実施します。

一般事務
若干名

土木

申込・問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110

　昨年大好評だったウルトラマンＡＲスタンプラリーが、さらにパ
ワーアップして帰ってきた！ 7 月 13 日（木）から 11 月 12 日（日）
の期間、スマートフォンに専用アプリをダウンロードすると、県内全
55 か所のＡＲポイントにウルトラマンシリーズのヒーローや怪獣が出
現。キャラクターたちを捜しだし、一緒に記念写真を撮ろう！新しい
コースを達成すると先着でオリジナル賞品をプレゼント！ 今年も魅力
いっぱいの福島県を大冒険しよう！！

（注）　【iOS】OS：Ver.9 以上かつ iPhone 5 以降の端末
　　　【Android】OS：Ver.4.4 以上
※タブレット端末での動作は保証しておりません
※すべての端末での動作を保証するわけではありません
◆ 問い合わせ先
　 大冒険！ウルトラマン AR スタンプラリーｉｎふくしま事務局
　 ☎ 024-933-3130

福島県 ウルトラマン ＡＲ

★ 三春町にもスタンプラリーポイントができました！
　今回は、三春町もＡＲスタンプラリーのポイントとなっている。ポイントとなっている三春ダム周辺および三春
の里田園生活館でキャラクターを捜しだそう！！

ⓒ円谷プロ
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◆ 低所得者に対する軽減
　世帯主および被保険者の平成 28 年中の所得の合計が下記の判定所得以下の場合、均等割および平等割が軽減（２
割・５割・７割）されます。（申請は不要ですが、申告をしている必要があります）
　なお、法改正に伴い、軽減判定所得の範囲が拡大されました。

問い合わせ先　税務課　課税グループ（国保税）☎ 62-8127　FAX 62-5155
　保健福祉課　国保医療グループ（医療費給付）☎ 62-3166　FAX 62-0202

　国民健康保険税には次の軽減制度があります。
◆ 非自発的失業者に対する軽減措置
　倒産、解雇、雇い止め等により 65 歳になる前に失業した場合、失業の日の翌日の属する年度からその翌年度末
までの間、前年の給与所得を 30/100 として国保税を計算します。
◇  対 象 者　ハローワーク発行の雇用保険受給資格者証にある離職理由コードが以下に該当する方です。
◇ 申請方法　国民健康保険証、雇用保険受給資格者証および印鑑を持参のうえ、税務課窓口で申請してください。

国民健康保険税の軽減

◆ 後期高齢者医療保険への移行に対する措置
◇ 平等割の軽減
　国民健康保険から後期高齢者医療保険に移行した方の世帯で、残った国保加入者が一人になる場合は、５年間は
平等割の税額の１/２を軽減、５年を経過した後３年間は１/４が軽減されます。（申請不要）
◇ 旧社会保険被扶養者への軽減
　職場の健康保険（国保組合除く）から後期高齢者医療保険に移行したため、その方の被扶養者だった 65 歳以上
75 歳未満の方が国保に加入した場合、所得割・資産割が全額免除され、均等割が半額に軽減されます。さらに国
保加入した方が全員 65 歳以上の場合、平等割も半額になります。（申請必要）

軽減割合

330,000円以下

330,000円＋（270,000円×被保険者数）以下

330,000円＋（490,000円×被保険者数）以下

７割軽減

５割軽減

2割軽減

平成29年度軽減判定所得（改正後） 平成28年度軽減判定所得（改正前）

330,000円以下

330,000円＋（265,000円×被保険者数）以下

330,000円＋（480,000円×被保険者数）以下

　高齢化の急速な進行や医療技術の高度化、生活習慣病の増加等により、医療費が増大する一方、景気低迷による
所得の減少で保険税収入が伸び悩むなど、国民健康保険事業は厳しい状況のもとでの運営を余儀なくされています。
この状況を改善するためには、増大する医療費を抑えていく必要がありますので、次の６つの点に心がけて医療費
の節約に取り組みましょう。
① はしご受診はやめましょう。
② 診療時間内にかかりましょう。
③ かかりつけ医をもちましょう。
④ かかりつけ薬局を決めましょう。
⑤ ジェネリック医薬品への変更を考えてみましょう。
⑥ 年に 1 度は健康診断を受けましょう。

医療費を抑えるために

離職理由コード

１１  　　１２　　  ２１　　  ２２　　   ３１　　  ３２

対象者

特定受給資格者（倒産・解雇）

特定理由離職者（雇い止め） ２３　　　３３　　　３４　　　　　　
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　国民健康保険（国保）は、病気やケガに備えて加入者（被保険者）がお金（国保税）を出し合って医療費などに
あてる「助け合いの医療保険制度」です。
　国保財政は国・県の補助金や負担金、町からの繰入金等に加えて、加入者皆さんの国保税を財源に運営しています。

　国保税の納税通知書は世帯主宛に 7 月中旬に送付されます。世帯主が国保に加入していない場合（社会保険や
後期高齢者医療保険）でも世帯主宛に納税通知書が送付されますのでご承知ください。
　納付方法は、普通徴収（納付書もしくは口座振替）または特別徴収（年金からの引落し）となります。
◆ 普通徴収（納付書または口座振替）
　７月から翌年３月まで９期に分けて納付していただきます。
◇ 納付書払いのとき
　 東邦銀行・福島さくら農協・郡山信用金庫・ゆうちょ銀行・福島銀行・大東銀行・東北労働金庫・役場・コンビニエン 
  スストアのいずれかで納めることができます。
◇ 口座振替のとき
　 東邦銀行・福島さくら農協・郡山信用金庫・ゆうちょ銀行・福島銀行・大東銀行・東北労働金庫のいずれかの口 
  座から引き落としが可能です。新たに希望する場合は各銀行または役場にて申込みが必要です。
◆ 特別徴収（年金からの引き落とし）
　 次のすべてに該当する方は、自動的に年金引落としが開始されます。
◇ 世帯主が国保に加入していること。
◇ 世帯内の国保加入者全員が 65 歳から 74 歳であること。
◇ 引き落としの対象年金が年 18 万円以上あり、国保税と介護保険料を合算した額が、年金額の 2 分の１を超えな 
　 いこと。
※要件から外れた場合は、普通徴収に変更されます。
※年金引落しから口座振替への変更を希望する場合は、税務課窓口にて申込みが必要です。

65～74歳
国保被保険者国保被保険者

（世帯主）会社の健康保険
などの被保険者

会社の健康保険
などの被保険者

◆ 世帯内の国保被保険者が全員65歳～74歳の場合 ◆
（ただし、世帯主も国保保険者の場合に限る）

国保の保険税が世帯主の年金から引き落としになります

例：世帯がこのような場合

◆ 平成 29 年度の国保税率
　町条例改正により医療分・介護分の所得割が引き下げとなります（下表のとおり）。

　国保税は、加入者全員に課税される医療保険分・後期高齢者支援分と、40 歳から 64 歳までの方に課税される
介護納付金分の 3 区分からなり、それぞれの区分ごとに所得割・均等割・平等割分を合計して算出しています。
また、年度の途中で資格の異動があった場合は、月割りで計算します。

国民健康保険税の納付

◆ ～特別徴収（年金引落し）の例～
○ 昨年 10 月以降、年金引落しが継続
　 →  ４月・６月・８月は仮徴収、10 月以降が本徴収とな  
　　 ります。
○ 今年の 10 月から年金引落しが開始
　 →  ７月・８月・９月は普通徴収で納付し、10 月以降
　 　 年金引落し。

国保税の項目

加入者の所得に応じて計算

被保険者１人当たりの金額

１世帯当たりの金額

年税額の課税最高額（年額）

医療分
（加入者全員）

後期高齢分
（加入者全員）

介護分
（40～64歳）

7.00%(7.90%)

年額 21,600円

年額 24,400円

54万円

2.10%

年額 6,900円

年額 5,400円

19万円

2.50%(2.85%)

年額 8,000円

年額 7,400円

16万円

① 所得割

② 均等割

③ 平等割

課税限度額

※ 所得割の（　）内の数字は、前年度の割合の率です。

平成 29年度国民健康保険税のお知らせ

国保税の計算のしかた



 防災行政無線デジタル戸別受信機の設置はお済みですか

◆ 工事請負業者　株式会社日立国際電気（指定工事会社：情報コネクト株式会社）
◆ 工事内容
　業者が出向き、実際に受信状況等を確認しながら戸別受信機を設置します。また、
受信状況により屋外アンテナも設置します。
※ 詳しくは平成 28 年広報みはる 12 月号または町ホームページをご覧ください。
◆ 費用負担　戸別受信機は町が無償で貸与するもので、その工事費は町が負担します。
◆ 設置を希望する場合
　不在者等へ配布した往復はがきを返信いただくか、指定工事会社（☎ 024-959-
3007）または総務課自治防災グループ（☎ 62-1114）へ連絡してください。
※ 離れや作業所がある場合など必要に応じて複数設置することもできます。
※ 季節や天候などにより受信電波が弱まり聞こえにくくなることがあります。
　 屋外アンテナの設置が必要となる場合がありますのでご連絡ください。

●設置工事について

　町では、災害時の情報や行政に関する広報などを町民の皆さんにお知らせするため、防災行政無線放送を行って
おり、現在、各世帯および事業所等へデジタル戸別受信機の設置を進めています。まだ設置していない場合は、ぜ
ひ設置くださるようご協力をお願いいたします。

●防災行政無線の放送内容について

　防災行政無線放送は、緊急放送と定時放送があります。
◆ 緊急放送
◇ 火災情報、地震・大雨・台風などの災害に関する情報（避難勧告等を含む）、気象警報発令のお知らせ、その他
　 緊急事態に関する情報。
※ 防災行政無線は、国の全国瞬時警報システム（Ｊアラート）と連動しており、弾道ミサイル情報や緊急地震速
　 報など、対処に時間的余裕がない緊急情報を伝達する手段となります。
◆ 定時放送
◇ 音楽による時報（午前 6 時、午後 0 時、午後 6 時、午後 9 時）
◇ 行政や学校行事等に関するお知らせ（午前 7 時 30 分および午後 7 時 30 分）

●防災行政無線のデジタル化について

◇ 無線設備規則が改正され、現行のアナログ式防災行政無線設備が使用できなくなるため、早急に完全デジタル
　 化を進める必要があります。
◇ デジタル化にあたり、これまでの難聴地域へ再送信子局を整備しており、難聴地域の解消が見込まれます。また、
　 新しい受信機には録音機能がついています。
※ 緊急放送は自動的に録音されます。
◆ 再生／録音ランプが赤点滅する場合
　録音メッセージがあります。録音された放送を聞くときは再生ボタンを押してください。メッセージを全て消去
する場合は再生ボタンと録音ボタンを同時に 2 秒以上長押ししてください。
　詳しくは、配布の取扱説明書をご覧ください。

弾道ミサイル落下の可能性がある場合にとるべき行動について
　弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、Ｊアラー
トを活用して、防災行政無線で、特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メール等により緊急
情報をお知らせします。

【メッセージが流れた直後にとるべき行動】
（屋外にいる場合）　▷ 近くのできるだけ頑丈な建物や地下に避難する。
　　　　　　           ▷ 近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守る。

（屋外にいる場合）　▷ できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動する。
～行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください～

詳細については、国民保護ポータルサイト（http://www.kokuminhogo.go.jp/）をご覧ください。

デジタル戸別受信機と
ダイポールアンテナ設置例

問い合わせ先　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114　FAX 61-1110 8
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郡山広域消防管内発生の熱中症事情！
・・・７月は熱中症予防強化月間・・・

▼ 過去３年間の月別搬送者数 ▼ 過去３年間の年齢層別重症度件数

７月・８月は特に注意！

〜田村消防署三春分署からのお知らせ～

とは、救急要請につながるケガや病気を予防するため、日ごろから住民の皆さんに心がけ『予防救急』
ていただきたいことや注意点などの情報を提供して、救急事故の未然防止を図ろうとする取り組みです。
　今回は平成 26 年から平成 28 年中に、郡山広域消防管内で救急搬送された熱中症患者の分析についてお知らせ
します。

8
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重　症・・・３週間以上の入院加療が必要なもの
中等症・・・３週間未満の入院加療が必要なもの
軽   症・・・入院加療を必要としないもの

90代10歳
未満

10代 20代 30代 40代 60代50代 70代 80代

日頃から予防しよう！

▷ 10 代は運動する機会が
　多く、特に屋外での発
　生率が高い！
▷ 高齢者は屋内でも発生
　率が高く重症度が高い！

予防救急について
詳しくは郡山消防本部

ホームページへ！
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環境創造センターだより

問い合わせ先　福島県環境創造センター　総務企画部　企画課　☎ 61-6129　FAX 61-6119
　　　　　　　　　 　　　　　　   住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

　環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
　今回は福島県環境創造センター研究部 野村直希さんです。

　私は環境創造センターの「除染・廃棄物部門」で、放射性セシウ
ムを含む物質の安全な管理に貢献するための研究を行っています。
放射性セシウムは様々な物質に含まれていますが、私はその中で主
に除染作業で取り除いた土壌や草木を対象に、放射線についての安
全性を評価しています。これらを管理する際には、「周りに漏れて
いないか？」「事故が起きたらどうなるの？」といった疑問をお持
ちかもしれません。こういった疑問に正しくお答えできるように、
土壌や草木中をさらに細かく分けて放射性セシウムがどこに存在し
ているのかを分析したり、実際の現場の情報を基に様々な状況を想
定して放射線の影響をシミュレーションしたりしています。
　昨年度で大部分の地域の除染がおおむね終了しましたが、土壌や草木の管理は最終処分が完了するまで今後
も続きます。研究者の一人として微力ながら貢献していきたいと思います。

○ 放射性セシウムを含む土壌や草木の安全な管理のために

◎ 福島県環境創造センター
　 研究部除染グループ　野村直希さん
　今年で福島県民 3 年生です。春には滝桜はもちろん、開成山、花見山でのお花見（と
酒盛り）を楽しんだほか、夏には尾瀬ハイキングも予定しており、福島の自然とおい
しい日本酒を堪能しています。

研究の現場を見てみよう！

海外の研究者に対し仮置場を説明中

○ その他の７月のイベント情報

コミュタン福島７月のイベント情報
○ オープン 1周年記念「コミュタン福島」夏の祭典　第 1弾　23 日（日）

コミュタン福島ホール／定員200名／午後1時 30分～ 2時 30分
日本初！風船による宇宙撮影に個人として成功。” 夢と未来とやってみることの大切さ” に
ついてお話ししていただきます。

◆ 「デンキをつくろう！」
　 コミュタン福島学習室A／定員30名／午後1時 30分～ 2時 20分
◆ 「楽しいロケットあそび」
　 コミュタン福島学習室A／各回定員30名／［1回目］午前11時～ 11時 30分［2回目］午後3時 30分～ 4時
◆ 「いきもののヒミツ、DNAをとりだそう！」
　 コミュタン福島学習室B／各回定員15名／［1回目］午前10時～ 10時 50分
　 ［2回目］午前11時 40分～午後0時 30分［3回目］午後2時 30分～ 3時 20分
☆ 当日は「本館・研究棟見学ツアー」や「サイエンスカフェ」、「研究員ミニ講座」も実施します！

「岩谷圭介さん講演会」

午前２回、午後３回
「紫外線で色が変わるアクセサリーを作ろう」

午前2回、午後3回　「厚紙でブーメランを作ろう」

○ 家族ロボット教室　29 日（土）ものづくりを体感！
コミュタン福島学習室A／各回定員14組
［1回目］午前9時 30分～午後0時 30分［2回目］午後1時 30分～ 4時 30分
対象：小学校 3 年生から 6 年生とその家族 2 名 1 組（e-mail、電話またはファックスで事前申込要 7 月 1 日から 20 日まで）
　自分でブロックを組み立て、パソコンでプログラムを組んで、技術・工学を遊びながら楽しく学びましょう。

海の食物連鎖／恐竜の世界
※ 土日祝日、学校長期休業中のみの上映となります。

岩谷圭介さん

「学研　夏休み自由研究プロジェクト」

環境創造シアター　国立科学博物館番組上映 コミュタンクラフト　8日（土）・9日（日）

テーブルサイエンス　29日（土）・30日（日）
〈予告〉コミュタン福島学習室を
　　　　　　　　　　　自習室として解放します！

期間　7 月 25 日（火）～（学校長期休業中および土日）
※ コミュタン福島休館日およびイベント時は除きます。
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70歳以上の方の高額療養費の上限額が改正されます
　ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えてお支払いいただいた
分を払い戻す制度で、その上限額（窓口での負担額）が 8 月から変わります。

※ 過去 12 か月以内に 3 回以上、上限額に達した場合は、4 回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

適用区分

15,000円

44,400円

8,000円

Ⅱ 住民税非課税世帯

12,000円

24,600円

44,400円

一般
（課税所得145万円未満）

現役並み
（課税所得145万円以上）

80,100円＋（医療費－
267,000円）×1％
※（多数回44,400円）

外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

14,000円
（年間上限
144,000円）

15,000円
8,000円

24,600円

57,600円

外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

57,600円
（多数回44,400円）

80,100円＋（医療費－
267,000円）×1％
※（多数回44,400円）

平成２９年８月から平成２９年７月まで

問い合わせ先　保健福祉課　国保医療グループ　☎ 62-3166　FAX 62-0202

後期高齢者医療制度の保険料軽減制度が改正されます
　後期高齢者医療制度は、75 歳以上の方と、一定の障がいがある 65 歳以上 74 歳以下の方で認定を受けた方が加
入する医療制度で、保険料は共通の定額を納める「均等割額」と、それぞれの所得に応じて納める「所得割額」の
合計額となり、個人ごとに算定します。

１ 均等割額軽減措置の所得基準の拡大
　同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得
金額等の合計額が基準額以下の場合は均等
割額が軽減されますが、平成 29 年度改正
では、5 割軽減と 2 割軽減における所得基
準が拡大されます。

9割軽減

軽減割合 同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額

33万円（基礎控除額）以下の場合8.5割軽減

5割軽減

2割軽減

33万円（基礎控除額）以下で、世帯内の全被保険者それぞれの公的
年金収入が80万円以下（その他の各種所得がない）の場合

33万円（基礎控除額）＋（27万円×被保険者数）以下の場合
※ 改正前26.5万円
33万円（基礎控除額）＋（49万円×被保険者数）以下の場合 
※ 改正前48万円

２ 所得割額の軽減措置の改正
　所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が 58 万円以下の
方の軽減措置は、平成 29 年度に 2 割軽減、平成 30 年度に軽減なしとなります。 5割軽減

平成28年度
2割軽減 軽減なし
平成29年度 平成30年度

３ 被用者保険等の被扶養者であった方の均等
　 割額の軽減措置の改正
　制度加入の前日に、被用者保険（社会保険・共済
組合等）の被扶養者であった方は、均等割額は平成
29 年度 7 割軽減、平成 30 年度 5 割軽減、平成 31
年度以降は資格取得後 2 年間は 5 割軽減（3 年目以
降は軽減なし）となります。

9割軽減

平成28年度

7割軽減 5割軽減

平成29年度 平成30年度
資格取得後2年間5割軽減
（3年目以降軽減なし）

平成31年度以降

※ 後期高齢者医療保険料の「保険料額決定通知書」は、8 月 
　中旬に届きます。

問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127　FAX 62-5155
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町
で
は
、
井
戸
水
・
引
き
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
衛
生
的
で
安
全
な
飲
料
水
を

飲
用
で
き
る
よ
う
、
水
質
検
査
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

▼ 

検
査
項
目

　

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
亜
硝
酸
態
窒
素
、

硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化

物
イ
オ
ン
、
有
機
物
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）、
ｐ
Ｈ
値
、

味
、
臭
気
、
色
度
、
濁
度

▼ 

検
査
料
金　
７
、０
０
０
円
（
税
込
み
）

▽ 「
亜
硝
酸
態
窒
素
」「
硝
酸
態
窒
素
お
よ

　
び
亜
硝
酸
態
窒
素
」
と
は

　

家
畜
の
ふ
ん
尿
や
窒
素
肥
料
、
生
活
排
水

や
下
水
中
の
窒
素
を
含
む
化
合
物
が
、
土
壌

な
ど
の
中
で
変
化
し
て
で
き
る
物
質
で
、
井

戸
水
か
ら
は
高
い
頻
度
で
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
」

は
多
量
に
摂
取
す
る
と
、
乳
幼
児
に
メ
ト
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
血
症
（
酸
素
欠
乏
症
）
を
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
10
㎎
／
Ｌ
以
下
に

基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来
か
ら
検

査
項
目
に
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
と
は
別
に
、

「
亜
硝
酸
態
窒
素
」
単
独
で
低
濃
度
で
も
影

響
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
た
め
、
平

成
26
年
４
月
に
「
亜
硝
酸
態
窒
素
」
の
基
準

値
が
定
め
ら
れ
、
人
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

値
と
し
て
０
・
０
４
㎎
／
Ｌ
以
下
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

役
場
窓
口
に
備
え
付
け
申
込
書
に
よ
り
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
に
よ
る
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
町
か
ら
検
査
機

関
名
お
よ
び
採
水
日
を
文
書
に
て
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。

　

検
査
機
関
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
蛇
口
な

ど
か
ら
採
水
し
、検
査
結
果
が
分
か
り
次
第
、

検
査
機
関
よ
り
直
接
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
料
金
の
お
支
払
い
は
、
採
水

時
に
直
接
検
査
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
県
が
飲
用
井
戸
水
の
放
射
性
物
質

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
検
査
料
金
無
料
）。

　

町
で
検
体
を
取
り
ま
と
め
て
県
に
依
頼
し

ま
す
の
で
、
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

井
戸
水
の
水
質
検
査
を
し
ま
せ
ん
か

　
三
春
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
役
場
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
中
！

申
請
時
に
持
っ
て
く
る
も
の

□ 

通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書（
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

□ 

本
人
確
認
書
類

★ 

必
ず
２
点
以
上
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
証
、
住
基
カ
ー
ド
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
後
期
高
齢
者
受
給
者
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
子
育
て

支
援
受
給
資
格
者
証
、
母
子
手
帳
、
本
人
名
義
の
通
帳

※ 

他
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□ 

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
）

□ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

★ 

申
請
者
本
人
が
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★ 

15
歳
未
満
の
方
は
法
定
代
理
人
の
方
も
ご
同
行
く
だ
さ
い
。

お
願
い

　

直
接
郵
送
ま
た
は
ス
マ
ホ
等
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
に
は
、
準
備
が

出
来
次
第
交
付
通
知
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
受
け
取
り
に
来
て
い
な
い
方
が

い
ま
す
。
交
付
通
知
書
が
届
い
て
い
る
方
は
、
お
電
話
で
ご
予
約
の
上
、
住
民
課
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
が
と
れ
る
！

︻
取
得
で
き
る
証
明
書
︼

　

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
（
登
録
し
て
い
る
方
）・
戸
籍
謄
抄
本
・
戸
籍
の
附
票
・
所
得
課
税

証
明
書
（
最
新
年
度
の
み
）

︻
取
得
可
能
コ
ン
ビ
ニ
︼

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
・
セ
ー
ブ
オ
ン

等
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗

︻
利
用
可
能
時
間
︼

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時　

※ 

年
末
年
始
・
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
を
除
く

★ 

15
歳
未
満
の
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

８
１
２
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

飲
用
で
き
る
よ
う
、
水
質
検
査
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

検
査
の
種
類
と
項
目

飲
用
で
き
る
よ
う
、
水
質
検
査
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

検
査
方
法

放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て

井
戸
水
の
水
質
検
査
を
し
ま
せ
ん
か
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　4 月 27 日に、各地区まちづくり協会から推薦された 67 名の方々
に、町長より委嘱状が交付されました。
　健康づくり推進員の任期は 1 年間です。1 年間の任期の中で、
研修会へ参加し、健康づくりに役立つ学習をするほか、けんしん
の受診勧奨および町や地域が行う健康教室などの保健事業への参
加、協力などを通して健康づくりを推進していきます。5 月・6
月の総合集団健診でも受診者の案内などで活躍されました。

平成 29年度健康づくり推進員へ委嘱状を交付

＜旧町地区＞※敬称略
渡邉　和江、遠藤　光子、佐久間とし、小山美智子、鈴木　美代、
佐藤　文子、郡司　光夫、渡辺　正吉、山田よう子、横山　洋子、
大津　早苗、佐久間藤男

＜沢石地区＞※敬称略
佐久間和子、佐久間匡子、加藤　豊子、佐久間洋子、佐久間信子、
遠藤　利子、飛田　恵子、飛田　光子、武田　節子、佐久間マリ子

＜御木沢地区＞※敬称略
渡邉　良子、大澤　幸子、橋本　明美、伊藤イク子、渡辺美代子、
渡辺富代子、橋本　悦子

＜岩江地区＞※敬称略
増子　弘子、影山　博子、細川　慶子、箭内江美子、眞屋惠美子、
二瓶　　功、本田キミ子、押山　道子、橋本ケイ子、佐藤　君代、
相馬美代子、佐久間洋子

＜中妻地区＞※敬称略
増子　留美、宗方　信恵、金田　幸子、小針由紀子、佐藤登喜子、
佐藤　由美、千葉智代子、滝波　和子

＜中郷地区＞※敬称略
橋本智恵子、影山やい子、過足八重子、渡邉　恵子、田村　美幸、
栁沼　京子、橋本よし子、鈴木　礼子、橋本　好子、西尾　洋子、
大内　恭子

問い合わせ先　保健福祉課 健康づくりグループ　☎ 62-3166　FAX 62-0202

旧町地区の健康づくり推進員の皆さん

委嘱状交付式のようす

＜要田地区＞※敬称略
小山　享子、染谷多美子、吉田志夫子、大内　恵子、丸山マユミ、
橋本さき子、佐藤英美子、市川　明美

沢石・要田地区の健康づくり推進員の皆さん

御木沢地区の健康づくり推進員の皆さん

岩江地区の健康づくり推進員の皆さん

中妻地区の健康づくり推進員の皆さん

中郷地区の健康づくり推進員の皆さん

平成 29年度健康づくり推進員へ委嘱状を交付
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橋
本
ナ
ル
子
さ
ん（
富
沢
）

　
講
師
の
先
生
や
、
ス
タ
ッ

フ
の
人
た
ち
の
指
導
を
受

け
、
笑
い
の
あ
る
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

渡
辺
惇
さ
ん
（
富
沢
）

　
沢
石
地
区
の
に
こ
に
こ
元

気
塾
で
は
、
大
正
生
ま
れ
の

最
高
齢
だ
と
思
い
ま
す
。

　
週
に
一
度
、
皆
さ
ん
の
若

い
元
気
を
頂
き
、
齢
を
重
ね

る
の
を
忘
れ
て
い
ま
す
。

石
井
キ
セ
さ
ん
（
実
沢
）

　
今
年
の
４
月
か
ら
参
加
し

ま
し
た
。
手
足
の
運
動
や
、

口
腔
体
操
な
ど
教
わ
り
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

沢石会館

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

３
９
５
０

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
６
４
０

　にこにこ元気塾は、町内在住の 65 歳以上
の元気な方が各地区に集まり、健康維持のた
め、運動や口腔、栄養の指導を専門の先生に
行っていただいています。
　また、高齢者の健康や、生きがいづくり活
動を通しての介護予防を目的とした「三春町
高齢者社会参加ポイント制度」の対象となり
ます。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
し
込
み
は

電
話
で
も
可
能
で
す
。

　

見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

岩 江
中 妻
要 田

三 春

沢 石
御木沢
中 郷

月

火

水

木

金

中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢 石 会 館
駅 前 集 会 所
中郷地区交流館

岩江地区防災
コミュニティセンター

地 区 会場 開催日
3・10・24・31日

4・11・18・25日

今月の「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

7・14・21・28日

6・13・20・27日

5・12・19・26日

口腔ケア指導のようす（沢石会館）
歯科衛生士の講義や、実際に染め出しを行い、

口の中の健康について学びました。

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業
！

避難訓練のようす

★ 

運
営
委
員
会
委
員
を
新
た
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
２
年
と
な
り
ま
す
。

　
（
敬
称
略
）（　

）
は
所
属
団
体

▽ 

委
員
長　

吉
川　

久
三

　

 （
児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
関
係
者
）

▽ 

副
委
員
長　

橋
本　

俊
宏

 　
（
三
春
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ （
新
）
飛
田　

幸
司
（
沢
石
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ （
新
）
上
野
美
知
代

　

 （
御
木
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ （
新
）
小
林　

一 

子  （
岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ （
新
）
橋
本　

真 

一
（
中
妻
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ （
新
）  

川
音　

栄
子
（
中
郷
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ （
新
）
箭
内　

良 

一  （
小
中
学
校
長
会
）

▽ （
新
）
遠
藤　

敦
志

　

 （
幼
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
）

▽ （
再
）
長
谷
川
徳
子

 　
（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）

▽ （
新
）
武
田　

香
織
（
児
童
ク
ラ
ブ
関
係
者
）

▽ （
新
）
宗
像　

幸
子
（
社
会
教
育
委
員
）

★ 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
運
営
に
ご
協
力
い　

　
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
・
自
主
学
習
の
見

守
り
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
三
春
交
流

館
「
ま
ほ
ら
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
　
児
童
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
62-

８
６
６
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
６
６
９

　

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業
運
営

委
員
会
で
は
、
全
て
の
就
学
児
童
が
放
課
後
等

を
安
全
・
安
心
に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
ま
ほ
ら
っ
こ

教
室
」
と
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
一
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
、
総
合
的
に
放
課
後
対
策
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
事
業
実
施
後
の
検
証
・
評

価
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★ 

避
難
訓
練

　

 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
避
難
訓
練
実
施
！

　

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
と
一
体
型
で
取
り
組
ん
で

い
る
ま
ほ
ら
っ
こ
三
春
教
室
で
は
、
５
月
30
日

に
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
前
に
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
地
震
が
起
こ
っ

た
時
の
身
の
安
全
の
確
保
の
仕
方
や
、
避
難
す

る
時
の
約
束
事
な
ど
の
話
を
聴
い
た
後
、
子
ど

も
た
ち
は
真
剣
に
訓
練
に
参
加
し
、
指
導
員

ら
は
、
機
敏
に
子
ど
も
た
ち
を
誘
導
し
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
各
ま
ほ
ら
っ
こ
教

室
で
は
、
順
次
実
施
し
ま
し
た
。
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夏
季
企
画
展
﹁
ま
ま
ご
と
あ
そ
び
の
世
界
﹂
と
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

夏
季
企
画
展「
ま
ま
ご
と
あ
そ
び
の
世
界
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
ま
ご
と
に
限
ら
ず
、幼
い
こ
ろ
に「
ご
っ

こ
遊
び
」に
興
じ
た
思
い
出
は
、誰
も
が
持
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ

さ
い
な
子
ど
も
の
遊
び
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
遊
び
を
し
て
大
人
の
姿
を
追
い
、

ま
ね
る
こ
と
は
、
家
事
や
地
域
の
行
事
、
し

き
た
り
を
知
り
、
大
人
に
な
る
た
め
の
小
さ

な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ま
ま
ご
と
」
と
い
う
言
葉
の
と

お
り
、
誰
も
食
べ
な
い
け
れ
ど
も
食
を
用
意

す
る
と
い
う
行
為
は
、
目
に
は
見
え
な
い
祖

霊
と
食
事
を
と
も
に
す
る
、
と
い
う
お
盆
や

お
彼
岸
の
行
事
の
再
現
で
あ
る
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。
雛
祭
り
の
飾
り
の
な
か
に
、
ま

ま
ご
と
道
具
の
よ
う
な
お
支
度
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
物
言
わ
ぬ
、
姿

も
見
え
な
い
何
者
か
と
、
食
事
を
と
も
に
い

た
だ
く
こ
と
は
、「
祭
り
」
の
由
来
の
一
つ

で
も
あ
る
の
で
す
。

　

難
し
い
お
話
は
抜
き
で
も
、
夏
休
み
の
子

ど
も
た
ち
と
、
か
つ
て
の
お
も
ち
ゃ
や
、
ま

ま
ご
と
道
具
を
見
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
祖
父
母
や
親
と
と
も
に
、
人
形
の
服

を
作
っ
た
り
、
手
製
の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た

り
す
る
よ
う
な
ヒ
ン
ト
が
、
展
示
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
三
春
町
内
の
小
・
中
・

高
校
生
は
入
館
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
体
験

講
座
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
７
月
22
日（
土
）～
８
月
27
日（
日
）

▼ 

場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
示
室

▼ 
体
験
講
座

▽ 

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

・
日
時　

７
月
22
日
（
土
）

　

  　
　

 

午
後
１
時
～
３
時
30
分

・
内
容

　
「
大
人
の
時
間
・
子
ど
も
の
時
間
」

　

～
子
ど
も
と
違
う
お
と
ぎ
話

・
当
日
、
町
民
図
書
館
か
ら
お
す
す
め
絵
本

　

の
展
示
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
お
と
ぎ
話
か
ら
残
酷
な
表
現
な
ど

が
削
ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
大
人
の
時
間
」で
は
も
と
も
と
の
ス
ト
ー

リ
ー
に
近
い
語
り
を
、「
子
ど
も
の
時
間
」

で
は
、
子
ど
も
向
け
に
改
編
さ
れ
た
語
り
を

聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
同
じ
話
で
ど
う
違

う
の
か
、
大
人
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
体
験
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
人
の
時
間
の

間
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
植
物
染
料
で
ハ
ン

カ
チ
を
染
め
る
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も

ら
い
ま
す
。

情報公開・個人情報保護制度運用状況
平成 28 年度の運用状況は、次のとおりです。

▼ 自己情報開示

◆ 問　総務課　企画情報グループ　 ☎ 62-8125
　　　　　　　　　　　　　　　   FAX 61-1110

20 10 10 0 0

結果
実施機関 請求件数

開示 部分開示 不開示 不存在

町長

▼ 公文書開示 単位：件

● 情報公開制度とは？

　情報公開制度とは、町政に対する理解と信頼を深めるた
め、三春町が保有する行政情報について、皆さんからの請
求を受けて、公文書の閲覧や写しを交付する制度です ｡
● 個人情報保護制度とは？
　個人情報保護制度とは、個人情報を適正に取扱うとともに、三
春町が保有する個人情報の開示、訂正などを請求する権利を保障
する制度です ｡ どなたでも自分の情報について請求できます。

4 4 0 0 0

結果
実施機関 請求件数

開示 部分開示 不開示 不存在

町長

単位：件

　

親
子
・
祖
父
母
と
孫
、
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
募
集
は
５
組
程
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

土
器
を
作
ろ
う

・
日
時　

７
月
30
日
（
日
）

　
　
　

   

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

縄
文
土
器
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。
お
手
本
は
資
料
館
の
中
に
あ
り
ま

す
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

エ
プ
ロ
ン
や
タ
オ
ル
を
ご
持
参
い
た

だ
く
の
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

小
学
校
４
年
生
以
上
対
象
、
10
人
程

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

保
護
者
の
方
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

粘
土
代
の
み
実
費
を
お
願
い
し
ま
す

（
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
１
５
０
円
・
追
加
可
）。

　

ご
希
望
の
方
は
、
い
ず
れ
も
７
月
20
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 　
　

☎
62-

５
２
６
３

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
９
５
３
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平成29年
6月6日

平成29年
5月9日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
沢 石 小 学 校
要田小 学 校
御木沢小学校
岩 江 小 学 校
中妻 小 学 校
中郷 小 学 校
三 春中学 校
岩 江中学 校
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
岩 江 幼 稚 園
中郷 幼 稚 園
三 春 幼 稚 園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.10
0.09
0.10
0.09
0.12
0.08
0.09
0.11
0.10
0.11
0.10
0.10
0.10
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

0.10
0.10
0.09
0.10
0.09
0.12
0.08
0.09
0.11
0.10
0.11
0.10
0.10
0.10
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

平成29年
6月  8日

平成29年
5月11日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.21
0.12
0.18
0.13
0.11
0.11
0.15
0.13
0.14 
0.12 
0.14
0.18
0.11
0.12 
0.18
0.11
0.16

0.21
0.12
0.18
0.13
0.11
0.11
0.15
0.13
0.14 
0.12 
0.14
0.18
0.11
0.12 
0.18
0.11
0.16

1cm高

0.11
0.12
0.09
0.10
0.16
0.12
0.10
0.13
0.11
0.13

遊具砂場

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
6月7日

0.10
0.13
0.10
0.12
0.18
0.12
0.10
0.12
0.09
0.17

0.12
0.13
-
0.09
0.16
-
0.09
0.10
0.09
-

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値
　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 平成 29 年 4 月から都市公園等の空間線量測定は、偶数月のみとなります。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします

※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。

● 問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122　FAX61-1110

● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江
地区の仮置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、
すべての仮置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.10
0.11
0.11
0.09
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.14
0.13
0.12
0.09

0.13
0.11
0.12
0.12
0.11

0.11
0.12
0.10
0.12
0.10

0.10
0.12
0.11
0.11
0.11

0.12
0.13
0.14
0.13
0.11

0.09
0.09
0.07
0.09
0.08

5月  2日
5月10日
5月17日
5月24日
5月31日

測定日／測定点 ①
0.15
0.16
0.15

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.13
0.15

0.16
0.17
0.17

0.13
0.12
0.12

0.11
0.10
0.11

0.11
0.10
0.11

0.12
0.13
0.12

5月11日
5月18日
5月25日

測定日／測定点

①
0.12
0.10
0.09
0.11
0.11

② ③ ④
0.14
0.15
0.13
0.13
0.12

0.11
0.10
0.09
0.09
0.10

0.16
0.14
0.13
0.13
0.14

5月  1日
5月  8日
5月15日
5月22日
5月29日

測定日／測定点 ①
0.11
0.13
0.12
0.12
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.12
0.12
0.12
0.12

0.13
0.12
0.12
0.13
0.12

0.12
0.12
0.12
0.12
0.11

0.09
0.09
0.08
0.08
0.09

0.10
0.12
0.10
0.10
0.10

0.10
0.10
0.13
0.09
0.10

5月  1日
5月  8日
5月15日
5月22日
5月29日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.09
0.10
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.09
0.10
0.10

0.11
0.11
0.12

0.18
0.18
0.18

0.17
0.18
0.17

0.10
0.13
0.11

0.13
0.12
0.13

5月12日
5月19日
5月26日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場
①
0.11
0.10
0.12
0.11
0.13

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.12
0.12
0.10
0.13

0.12
0.11
0.11
0.08
0.10

0.12
0.10
0.10
0.11
0.10

0.13
0.14
0.13
0.13
0.12

0.13
0.13
0.11
0.13
0.10

0.11
0.11
0.10
0.10
0.12

5月  2日
5月  9日
5月16日
5月23日
5月30日

測定日／測定点

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ    ☎ 62-6310
　　　　　　　　　　　　 FAX  62-6000
○ 主な施設
　除染対策課    ☎ 62-1122
　　　　　    FAX  61-1110
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ   ☎ 62-2113
　　　　　　　　　　FAX 62-3300
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三春町スポーツ少年団本部からのお知らせ
　三春町スポーツ少年団本部は、日本スポーツ少年団および福島県スポーツ少年団に登録した町内の各スポーツ少
年団で組織された団体です。
　各スポーツ少年団は、小中学生を中心とした団員と指導者で構成されており、スポーツをとおして健康な体と心
を養っています。各団では、団員および指導者の募集を行っていますので、興味のある方は、お問い合わせください。

スポーツ少年団名称
三春町武道館剣道スポーツ少年団
岩江スポーツ少年団
三春バレーボールスポーツ少年団
三春サッカースポーツ少年団
沢石防犯剣道スポーツ少年団
中妻スポーツ少年団
中郷ソフトボールスポーツ少年団
三春ミニバスケットスポーツ少年団
三春船引ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞｽﾎﾟｰﾂ少年団
三春空手道スポーツ少年団
三春ソフトボールスポーツ少年団
三春軟式野球スポーツ少年団
岩江ドリームミニバスケットボールクラブ
三春町ティーボールスポーツ少年団
愛姫ソフトボールスポーツ少年団
田村柔道クラブスポーツ少年団

剣道
バレーボール、ソフトボール
バレーボール
サッカー、フットサル
剣道
ソフトボール
ソフトボール、野外活動
ミニバスケットボール
ソフトテニス
空手道
ソフトボール
軟式野球
ミニバスケットボール
ティーボール
ソフトボール
柔道

月・木：三春中武道棟
土・日：岩江小
火・土・日：三春小
月：旧桜中、土・日：小泉小、白岩小
水・金：旧沢石小
土・日：中妻小
土・日：中郷小
月・木・土：旧三春中
土：田村西部工業団地内、木：町民体育館
火：運動公園談話室、水・金：御木沢小
土・日：御木沢小
土：旧桜中、日：三春町営運動場、曙ブレーキ
月・水：岩江小
中郷小ほか
中郷小ほか
水：田村高校柔道場、土：三春中武道棟

活動競技・種目 主な活動場所など
▶ 各スポーツ少年団と主な活動場所等一覧

問い合わせ先　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837　FAX 62-4727

　私たちのスポーツ少年団は平成 12 年にクラブチームとして発足し、平成 21 年にスポーツ少年団登
録をし、今年で 17 年目を迎えます。
　現在、指導スタッフは 6 名で、小学 1 年生から中学 3 年生の 45 名がソフトテニスを楽しんでいます。
練習は毎週土曜日午前中ですが、毎週木曜日（午後 7 時より 9 時まで）三春町民体育館で自主練習会も
行っています。
　また、合宿（1 泊）や芋煮会、ボーリング大会等を開催し、団員および保護者間の親睦も図っています。
　随時、団員を募集しております。一緒にソフトテニスを楽しんでみませんか。

三春船引ジュニアソフトテニスクラブ
スポーツ少年団を紹介します

三春船引ジュニアソフトテニスクラブスポーツ少年団の皆さん

▶ 練 習 日
　 毎週土曜日午前中（中学生は午後）
▶ 練習場所
▷ 田村西部工業団地内夕陽丘公園テニスコート
　 （4 月から 11 月）
▷ 三春町民体育館等
　 （12 月から 3 月）
▶ 団 員 数
▷ 小学生 23 名
▷ 中学生 22 名

三春町スポーツ少年団本部からのお知らせ



18問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX 62-6000

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　5 月中旬から 6 月上旬にかけて、中学生の各種スポーツの大会（陸上競技大会・総合体育大会）が行われました。三
春中学校、岩江中学校共に熱い戦いを繰り広げ、すばらしい結果を勝ち取ることができました。田村支部の大会を勝ち抜
いた団体・個人は県中地区中体連総合大会（6月14日〜）に出場しました。陸上大会で1位となった選手等は、7月4日（火）
から郡山市「開成山陸上競技場」で開かれる県大会へ出場します。　※ 下線の部活動が県中大会に出場（団体種目のみ）

● 田村支部中体連陸上大会・総合大会のお知らせ

● 三春中学校の結果
★ 陸上大会

＜男子＞　▷ 1 年 100 ｍ　大内大輔            ▷ 1 年 1500 ｍ　大内悠矢
　　　　　▷ 2・3 年 1500 ｍ　鈴木和真　▷ 共通 3000 ｍ　橋本大
　　　　　▷ 共通 110 ｍ H　安部翔馬
＜女子＞　▷ 1 年 100 ｍ　八田彩織　▷ 2 年 100 ｍ　富田琴音　▷ 共通 100 ｍ H　白谷莉帆
　　　　　▷ 共通走高跳　栁沼栞奈     ▷ 低学年 4 × 100 ｍ R　八田彩織、富田琴音、田中美幸、白谷莉帆

★ 中体連総合大会
　 各部とも今までの練習の成果を発揮し、部員一丸となって戦いました。団体で 9 種目、個人 12 組が県中大会
に出場します。　※ 団体種目のみ記載
▶ 1 位  野球、女子ソフトテニス
▶ 2 位  男子ソフトテニス、男子バスケットボール、女子卓球、女子剣道、柔道
▶ 3 位  男子バレーボール、サッカー、女子バスケットボール、男子卓球、男子剣道、ソフトボール

● 岩江中学校の結果
★ 陸上大会
　毎朝、早くから練習に励み、上位入賞目指してがんばってきました。共
通砲丸投で３年の佐藤奎介が２位に輝きました。
★ 中体連総合大会
　 各部とも、最後まで諦めず、苦しい時もみんなで声を出し励まし合っ
て試合に臨みました。
▶ ２位　男子卓球　▶ ３位　女子ソフトテニス
　個人シングルスで３年の佐久間祐希が優勝、個人ダブルスでは、菅竹・
佐久間ペアが２位、新田・鈴木ペアと影山・澤井ペアが３位に入賞しました。

　

本
校
は
、
昨
年
度
か
ら
、
生
徒
が

互
い
に
「
聴
き
合
い
、
学
び
合
う
」

授
業
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
混
合
４
人
班
を
基
本
と
す
る

小
グ
ル
ー
プ
で
、
互
い
に
力
を
合
わ

せ
、
助
け
合
い
な
が
ら
学
習
を
進
め

て
い
く
も
の
で
す
。「
聴
き
合
い
、
学

び
合
う
」
学
習
は
、「
わ
か
ら
な
い
こ

と
」
を
仲
間
に
尋
ね
る
関
係
で
成
り

立
ち
ま
す
。「
教
え
合
う
」
関
係
で
は

な
く
互
い
に
「
学
び
合
う
」
関
係
づ

く
り
で
す
。「
こ
こ
教
え
て
。」
と
聴
か

れ
た
人
は
、
相
手
が
わ
か
る
ま
で
教

え
て
あ
げ
る
。
一
人
で
は
「
で
き
な
い

こ
と
」
も
仲
間
と
な
ら
「
で
き
る
こ
と
」

も
多
く
な
る
学
習
で
す
。

　

授
業
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と

「
こ
こ
ど
う
す
る
の
。」
か
ら
始
ま
り

「
こ
こ
は
ね
、
こ
う
す
る
の
。」「
わ
か
っ

た
、
あ
り
が
と
う
。」
の
会
話
を
交
わ

す
こ
と
に
よ
り
、
支
え
合
い
、
ケ
ア
し

合
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
す

べ
て
の
授
業
で
「
聴
き
合
い
、
学
び
合

う
」
学
習
を
実
践
し
、「
居
心
地
の
よ

い
教
室
」
を
学
校
全
体
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
春
中
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

　三春小で特別支援学級を担任している迎田美奈先生が、4 月 23 日秋田県
民体育館において開催された「第 31 回国際ソロプチミストアメリカ日本北リ
ジョン大会」において、「夢を生きる：女性のための教育・訓練賞　北リジョ
ン賞」を受賞しました。これは、小学校の介助員として働いたことをきっかけに、
教員免許取得の夢を持ち、その夢に向かって全力で取り組んでいる姿を綴っ
た作文が評価されたものです。これからますますのご活躍を期待しております。

● 受賞おめでとうございます

　毎日、朝早くから自主的に練習に参加し、お互い切磋琢磨しながら力
をつけました。10 種目の優勝、2 位 2 種目、3 位 8 種目の入賞を果た
しました。優勝（県大会出場権獲得）した種目と生徒は次のとおりです。

力走する三春中学校の選手たち

岩江中学校男子卓球部の皆さん

受賞された迎田美奈さん（左から 2 番目）
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外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

５月９日～６月８日に
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

︻
福
祉
︼

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
付
金

　

 

市
川　

和
照
（
熊
耳
）

▽ 

物
品

　

 

増
子　

忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽ 

近
森
歌
謡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 

貝
山
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

　

 

愛
好
会

▽ 

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

氷
川
流
駒
侑
会

▽ 

笑
遊
一
門
会

　

 

郡
山
落
語
愛
好
会

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

齊
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

▽ 

橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

▽ 

橋
本　

光
子
（
御
免
町
）

▽ 

村
上　

貞
子
（
八
島
台
）

▽ 

大
越　

瑛
子
（
弓
町
）

▽ 

河
辺
サ
タ
子
（
弓
町
）

▽ 

菅
野
ヨ
シ
子
（
鷹
巣
）

▽ 

佐
久
間
善
子
（
大
町
）

▽ 

鈴
木
ノ
リ
子
（
八
島
台
）

▽ 

上
野　

ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

山
下　

洋
子
（
小
浜
海
道
）

▽ 

西
牧　

幸
子
（
下
舞
木
）

︻
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
︼

▽ 

織
方　

郁
映
（
東
京
都
）

★ 胃内視鏡検査（カメラ）機器が新しくなりました

　三春町敬老園で「キラキラ☆ふれあい広場」を
開催します。事前申し込みは必要ありません。
　ぜひご参加ください。
▶ 日　時　7 月 15 日（土）
　　　　　 午後 1 時 30 分〜受付開始
▶ 場　所　三春町敬老園
▶ 参加費　無料
▶ 　問　　養護老人ホーム三春町敬老園　☎ 62-3618

　4 月より毎月認知症カフェ「オレンジカフェ☆
さくら」を毎月開催しています。
　事前の申し込みは必要ありません。お茶を飲み
ながら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時　7 月 6 日（木）　午前 10 時〜午後０時
　　　　　　 8 月 3 日（木）　午前 10 時〜午後０時
▶ 場　   所　   三春病院 1 階健診室前
▶ ミニミニ健康講座 テーマ
▷ 7 月「熱中症・脱水症予防」
▷ 8 月「介護と福祉の Q ＆ A」
▶ ストレッチ
　身体を楽しく動かしながら脳も鍛えましょう。
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関するご相談は
　 専門のスタッフが対応します。

オレンジカフェ☆さくら（三春病院）

　最新の内視鏡機器導入に伴い、三春病院で経鼻（鼻からカメラを入れる）内視鏡検査
が可能になりました。
　経鼻内視鏡検査は、内視鏡が舌の付け根を通らず、喉にも触れないので、検査時の吐
き気・不安感が軽減されます。
　また経口（口からカメラを入れる）の内視鏡検査においても、最新のビデオスコープ
が導入されましたので、より鮮明な画像で検査が可能となりました。
※ 検査を受ける方の内服の内容等によっては検査の実施が難しい場合があります。
　 鼻からの検査を希望される際は、医師にご相談ください。
　 三春病院では様々な医療機器が新しくなっております。次月号で詳しく紹介します。

★ 病棟ベッドの入替を行いました
　新規ベッド導入に伴い、5 月の中旬から下旬にか
けて病棟のベッド全ての入れ替え作業を行いました。
　新しいベッドは 3 モーターの電動低床ベッドとな
り、手元スイッチの操作で安全安楽に体位の変換が
可能になりました。
　また、マットレスも褥瘡(床
ずれ ) を予防する体圧分散
式マットレスを採用し、より
良い療養環境が整いました。

★ 駅前健康サロンへ訪問をはじめました
　4 月より「三春駅前健康サロン」への訪問を始め
ました。
　毎月第 2 火曜日の午前 10 時半から 11 時半まで
の間、医療スタッフが交替で訪問し、利用者の皆さ
んと健康づくりについて楽しくお話ししています。
　どうぞご利用ください。
▶ 7 月の訪問日　11 日（火）
　リハビリテーション科の職員が訪問
予定です。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
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◆ 

南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
強
化
拠

　 

点
校
・
強
化
指
定
選
手
に
選
考

　

県
の
特
別
強
化
事
業
に
お
い
て
、
本
校
の

運
動
部
お
よ
び
生
徒
が
今
年
度
開
催
さ
れ
る

南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
た
強
化
拠
点

校
・
強
化
指
定
選
手
に
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

● 

強
化
拠
点
校
指
定
部
（
４
部
）

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男
子
・
女
子
）・
柔
道
（
男

子
）・
ボ
ー
ト（
女
子
）・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
男
子
）

● 

強
化
指
定
選
手　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
４
名

　

渡
辺
源
太（
３
年
三
春
）・
渡
邊
永
一（
３
年
白
沢
）・

佐
藤
歩
夢
（
２
年
三
春
）・
伊
藤
凌
（
２
年
三
春
）

◆ 

地
元
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
向
け

　 

県
大
会
で
大
活
躍
！

　

第
63
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
が
県

内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
南
東
北
（
福
島
、
山
形
、
宮
城
）

お
よ
び
和
歌
山
県
で
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
39
年
ぶ
り
に
地
元
で
の
開
催
で
、
本
校

生
は
そ
の
出
場
権
を
目
指
し
各
競
技
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
柔
道
部
が
17
年
連
続

で
優
勝
す
る
な
ど
、
そ
の
主
な
成
績
を
報
告

し
ま
す
。

＊
（　

）
は
学
年
と
出
身
中
学
校

● 
陸
上
競
技

○ 
男
子
１
５
０
０
ｍ
４
位　
音
部
広
宣（
３
年
小
野
）

○ 
男
子
１
５
０
０
ｍ
５
位　
粠
田
健
司（
３
年
船
引
）

○ 

男
子
５
０
０
０
ｍ
３
位　
佐
久
間
裕
己
（
３
年
川
俣
）

○ 

男
子
５
０
０
０
ｍ
５
位　
粠
田
健
司（
３
年
船
引
）

○ 

男
子
５
０
０
０
ｍ
６
位　
吉
田
尚
矢
（
３
年
郡
山
五
）

○ 

男
子
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
２
位　
佐
藤
克
紀（
３
年
湯
本
一
）

○ 

１
年
男
子
３
０
０
０
ｍ
４
位　
石
井
楓
馬（
１
年
船
引
）

○ 

１
年
男
子
３
０
０
０
ｍ
５
位　
高
橋
樹
也（
１
年
二
本
松
二
）

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ
７
位　
佐
藤
茉
奈（
３
年
二
本
松
一
）

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ
８
位　
門
馬
琴
実
（
３
年
若
松
一
）

○ 

女
子
３
０
０
０
ｍ
６
位　
門
馬
琴
実
（
３
年
若
松
一
）

○ 

女
子
２
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
２
位　
平
野
佑
果（
３
年
若
松
四
）

○ 

女
子
２
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
３
位　
北
郷
美
奈（
３
年
勿
来
二
）

※ 

６
月
に
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
で

　
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
は
８
名
が
出
場
、

　
上
位
６
位
ま
で
入
れ
ば
全
国
大
会
出
場

● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
10
年
連
続
17
回
目
）

　

松
本
啓
（
３
年
船
引
）・
矢
浪
拓
弥
（
３

年
岩
江
）・
半
澤
宏
貴
（
３
年
船
引
）・
服
部

晴
輝（
２
年
西
田
）・
石
井
卓
実（
２
年
大
越
）・

石
井
浩
平
（
２
年
大
越
）

○ 

女
子
団
体
優
勝
（
２
年
連
続
14
回
目
）

　

石
井
伽
奈
（
３
年
移
）・
吉
田
佑
香
（
３

年
三
春
）・
橋
本
悠
加
（
３
年
三
春
）・
塚
原

莉
杏
（
３
年
大
越
）・
遠
山
侑
依
（
３
年
大
越
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
５
名
、
女
子
５
名
、
東

　
北
大
会
に
は
男
子
５
名
、
女
子
５
名
が
出
場

● 

ボ
ー
ト

○ 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝

　

細
越
智
皓（
３
年
岩
江
）・
佐
久
間
洸
登（
２
年
三
春
）

○ 

女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
優
勝

　

上
野
凜
子
（
３
年
三
春
）・
鈴
木
麻
友
（
３

年
三
春
）・
渡
辺
梨
夏（
２
年
西
田
）・
堂
山
菜
々

実
（
２
年
三
春
）・
管
野
夢
華
（
１
年
岩
江
）

○ 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
２
位

　

神
杏
奈
（
１
年
三
春
）

○ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
３
位

　

大
内
あ
い（
２
年
三
春
）・
村
上
史
織（
１
年
岩
江
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
３
名
、
女
子
７
名
、
東

　
北
大
会
に
は
男
子
３
名
、
女
子
11
名
が
出
場

● 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

○ 

男
子
個
人

　

53
㎏
２
位
・
君
島
一
成
（
１
年
須
賀
川
二
）
／
62
㎏

２
位
・
伊
藤
凌
（
２
年
三
春
）
／
77
㎏
２
位
・
渡
辺
源

太
（
３
年
三
春
）
／
77
㎏
３
位
・
渡
邊
永
一
（
３
年
白
沢
）

／
85
㎏
２
位
・
佐
藤
歩
夢
（
２
年
三
春
）
／
85
㎏
３
位
・

田
中
大
（
３
年
三
春
）
／
94
㎏
２
位
・
郡
司
喜
起
（
３

年
御
舘
）
／
１
０
５
㎏
優
勝
・
安
藤
太
良
（
２
年
船
引
）

○ 
女
子
個
人　
53
㎏
優
勝
・
鈴
木
あ
み
（
３

年
岩
江
）
／
53
㎏
２
位
・
安
藤
千
鈴
（
２
年
須

賀
川
二
）
／
53
㎏
３
位
・
遠
藤
梨
李
（
１
年

鏡
石
）
／
69
㎏
優
勝
・
福
田
智
里
（
２
年
岩
江
）

／
69
㎏
２
位
・
遠
藤
朱
李
（
３
年
鏡
石
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
６
名
、
女
子
４
名
、
東

　
北
大
会
に
は
男
子
８
名
、
女
子
５
名
が
出
場

● 

柔
道

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
17
年
連
続
）

○ 

男
子
個
人　

　

60
㎏
・
３
位
斉
藤
大
夢
（
２
年
明
野
）
／

60
㎏
３
位
・
大
越
裕
貴
（
１
年
行
健
）
／
66

㎏
優
勝
・
山
田
蒼
也
（
３
年
郡
山
六
）
／
66

㎏
２
位
・
田
邉
翔
輝
（
２
年
郡
山
六
）
／
73

㎏
優
勝
・
矢
野
修
弘
（
３
年
大
原
）
／
73
㎏

３
位
・
宗
像
矯
（
３
年
郡
山
六
）
／
81
㎏
優
勝
・

杉
山
海
（
３
年
明
野
）
／
81
㎏
３
位
・
田
邉

夢
叶
（
１
年
郡
山
六
）
／
90
㎏
優
勝
・
瀧
澤

秀
斗
（
３
年
若
松
四
）
／
90
㎏
２
位
・
賀
澤

翔
海
（
２
年
四
倉
）
／
90
㎏
３
位
・
鈴
木
直

登
（
１
年
四
倉
）
／
１
０
０
ｋ
ｇ
３
位
・
橋

本
将
希
（
３
年
見
川
）
／
１
０
０
㎏
３
位
・

三
浦
真
温
（
３
年
内
郷
一
）
／
１
０
０
㎏
超

３
位
・
小
林
真
士
（
３
年
福
島
三
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
８
名
、
東
北
大
会

　
に
は
男
子
14
名
が
出
場

● 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
ベ
ス
ト
８

● 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

○ 

男
子
団
体
２
位

○ 

男
子
個
人　

２
位
・
草
野
緋
夏
（
２
年

三
和
）、
小
野
和
磨
（
３
年
伊
達
）
／
３
位
・

守
谷
善
太
（
２
年
二
本
松
一
）、
ミ
ヒ
ニ
ャ
ッ

ク
瑠
偉
（
２
年
須
賀
川
二
）
／
９
位
・
阿
部

悟
（
３
年
立
子
山
）、小
泉
啓
人
（
２
年
三
和
）

○ 

女
子
団
体
優
勝
（
７
年
連
続
12
回
目
）

○ 

女
子
個
人　
優
勝
・
森
合
弥
代
（
３
年
小

原
田
）、松
藤
奈
美
（
２
年
白
河
二
）
／
３
位
・

佐
藤
幸
捺（
２
年
二
本
松
一
）、市
川
美
空（
２

年
三
春
）
／
５
位
・
高
橋
萌
々
（
２
年
東
）、

鈴
木
愛
里
沙
（
３
年
安
達
）
／
９
位
・
遠
藤

悠
沙
（
２
年
三
春
）、
伊
藤
燿
（
３
年
大
越
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
８
名
、
女
子
８
名
、
東

　
北
大
会
に
は
男
子
８
名
、
女
子
８
名
が
出
場

● 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
ベ
ス
ト
８

代表で指定書の交付を受ける
３年鈴木愛里沙さん（ソフトテニス部）

★ 田村高校体験入学開催決定
　毎年実施している体験入学を７月 25 日（火）に開催します。授業と部活動の両方を体験、見学していただき
より田村高校の魅力を知っていただけるように計画しております。多くの中学生の参加をお待ちしております。

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５
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城
山
公
園
の
ア
ジ
サ
イ
管
理

１
６
６
名
が
参
加
し
景
観
整
備

　

町
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
城
山
公
園
整

備
計
画
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
サ
イ
、

サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
の
植
栽
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
植
栽
し
た
ア
ジ
サ

イ
等
の
管
理
を
５
月
27
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
会
、

旧
城
山
公
園
整
備
計
画
検
討
委
員
会
、
三

春
さ
く
ら
の
会
、
県
中
建
設
事
務
所
お
よ

び
町
職
員
な
ど
総
勢
１
６
６
名
が
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
に
植
栽
し
た
ア
ジ
サ
イ
な
ど
約

４
、０
０
０
本
の
剪
定
、
施
肥
、
下
草
刈
り

な
ど
の
手
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
城
山
の
ア
ジ
サ
イ
は
、
７
月
初
旬
か

ら
下
旬
ま
で
が
見
頃
で
す
。
各
ま
ち
づ
く

り
協
会
の
皆
さ
ん
な
ど
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
ア
ジ
サ
イ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。アジサイ管理に参加された皆さん

第
32
回
国
民
健
康
づ
く
り

       

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

６
月
１
日
、
町
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
第
32
回
国
民
健
康

づ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
１
年
間
健
康

づ
く
り
に
励
ん
で
元

気
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

優　
勝　

 

富
沢
チ
ー
ム

▼ 

準
優
勝　

 

山
田
チ
ー
ム

▼ 

第
３
位 　
庄
司
チ
ー
ム

▼ 

第
４
位 　
平
成
会
チ
ー
ム

◎ 
健
康
づ
く
り
メ
モ

　

適
度
な
運
動
は
骨
を
強
化
し
、
筋
力
を
つ
け

る
の
で
、
転
倒
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
自
分
に

合
っ
た
運
動
を
毎
日
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

併
せ
て
食
生
活
も
改
善
し
ま
し
ょ
う
。
骨
の

主
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
り
、

同
時
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
へ
の
沈
着
を
促
す
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
や
Ｋ
を
と
り
偏
食
を
な
く
し
て
３
食

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼ 

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品

　

牛
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、木
綿
豆
腐
、桜
え
び
、

小
松
菜

▼ 

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
食
品

　

塩
サ
ケ
、
サ
ン
マ
、
う
な
ぎ
、
本
ま
ぐ
ろ
、

サ
バ
、
シ
ラ
ス

▼ 

ビ
タ
ミ
ン
K
を
多
く
含
む
食
品

　

ひ
き
わ
り
納
豆
、わ
か
め
、小
松
菜
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー

ゲートボール大会のようす

　

６
月
19
日
、
役
場
東
側
に
あ
る
自
由
民
権
ひ
ろ
ば
内
で
、
三
春
町
の
花
の

花
壇
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年
度
に
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
69
回
全
国

植
樹
祭
」
の
成
功
を
願
い
、
福
島
民
友
新
聞
社
等
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

が
主
催
し
、
町
が
共
催
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
出
席
者
に
よ
る
県
の
花
「
ネ
モ
ト
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」、
町

の
花
「
松
波
」
と
飾
り
花
「
シ
バ
ザ
ク
ラ
」
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
郷
小
学
校
に
結
成
さ
れ
た
「
緑
の
少
年
団
」
代
表
児
童

に
よ
る
「
花
い
っ
ぱ
い
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
も
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
が
全

国
植
樹
祭
の
成
功
を
願
い
な
が
ら
、
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
誓

い
ま
し
た
。町
民
の
皆
さ
ん
も
、完
成
し
た
町
の
花
壇
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

花壇完成セレモニーに出席された皆さんとの記念撮影

自由民権ひろば内に完成した三春町の花壇

「
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業

　
　

   

花
壇
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
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ぬ
い
ぐ
る
み
の
と
し
ょ
か
ん

 
お
と
ま
り
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

５
月
20
日
か
ら
21
日
ま
で
、
三
春
町
民
図
書

館
に
お
い
て
「
ぬ
い
ぐ
る
み
の
と
し
ょ
か
ん
お

と
ま
り
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
預
か
り
し
、
図
書
館

に
「
お
と
ま
り
」
し
て
も
ら
う
企
画
で
、
今
回

は
10
組
の
親
子
、
17
体
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
ま
ず
は
親
子
で
、
ぬ
い
ぐ
る
み
と

い
っ
し
ょ
に
お
は
な
し
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
は
お
昼
寝
タ
イ
ム
。

み
ん
な
で
寝
か
し
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
ぬ

い
ぐ
る
み
た
ち
が
起
き
だ
し
て
、
夜
の
図
書
館

を
探
検
。
そ
の
様
子
を
、
職
員
が
写
真
に
撮
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
、皆
さ
ん
が
お
迎
え
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
際
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
の
様
子
を
お
さ
め
た

ア
ル
バ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
と
も
に
、
ぬ

い
ぐ
る
み
た
ち
が
子
ど
も
に
選
ん
だ
絵
本
を
貸

し
出
し
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
バ
ム
を
見
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
す
ご
い
、

動
い
て
る
！
」「
何
の
本
読
ん
で
る
の
？
」
な
ど

と
、
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
読
書
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

お
と
ま
り
会
の
様
子
の
写
真
は
、
三
春
町
民

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

ぬいぐるみのとしょかんおとまり会のようす

青
年
等
就
農
計
画
認
定
書
の

　
　

  

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

こ
の
度
、
三
春
町
内
の
三
阪
俊
さ
ん
が
認
定
新

規
就
農
者
と
し
て
認
定
さ
れ
、
認
定
書
の
交
付
式

が
６
月
２
日
、
三
春
町
役
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
阪
さ
ん
は
町
内
の
農
家
で
２
年
間
、
露
地
野

菜
の
栽
培
方
法
等
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
き
ゅ
う
り
栽
培
を
経
営
の
柱
と
し
て

農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
の
農
業
者
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

三春町長より認定書を
交付された三阪俊さん（左）

さ
つ
き
展
示
会
が

　
　
　
　
　

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

三
春
町
花
木
生
産
振
興
会
に
よ
る
「
さ
つ

き
展
示
会
」
が
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
ホ

ワ
イ
エ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
が
心
を
込
め
て
育
て
た
「
さ
つ
き
」

や
「
町
花
で
あ
る
松
波
」
が
51
点
展
示
さ
れ
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼ 

一
般
盆
栽
の
部

▽ 

町
長
賞　
渡
辺
晏
汪
、
郡
部
辰
蔵

▽ 

町
議
会
議
長
賞　
浮
内
春
政

▽ 

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
組
合
長
賞　
先
崎
秀
三

▽ 
福
島
民
報
社
賞　
渡
辺
清
未

▽ 
福
島
民
友
新
聞
社
賞　
菅
野
吉
秀

▼ 
町
花
松
波
の
部

▽ 

町
長
賞　
村
田
春
治

▽ 

町
議
会
議
長
賞　
佐
藤
義
郡

▽ 

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
組
合
長
賞　
田
村
利
勝

さつき展示会のようす
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カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
採
集
を

　
　
　

    

開
催
し
ま
し
た

　

５
月
27
日
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫

採
集
を
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
や
成
虫
の
飼

育
方
法
や
生
態
に
つ
い
て
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

元
気
な
カ
ブ
ト
ム
シ
が
土
の
中
か

ら
出
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
思
い
な

が
ら
、
幼
虫
採
集
が
で
き
ま
し
た
。カブトムシの幼虫採集のようす

「
人
権
の
花
運
動
」
を
実
施
中
で
す
！

６
月
５
日
中
妻
小
学
校
に
て
花
苗
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

こ
の
運
動
は
、
主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
啓
発
運
動
で
、
昭
和
57
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
が
協
力
し
な
が
ら
花
を
育
成
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
協
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
や
さ
し
い
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く
み
、

人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
人
権
の
花
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
６
月
５
日
に
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ

ん
が
中
妻
小
学
校
を
訪
れ
、
花
苗
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
の

皆
さ
ん
か
ら
同
小
学
校
の
５
年
生
に
、「
ペ
チ
ュ
ニ
ア
」「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」「
サ
ル

ビ
ア
」
の
３
種
類
の
花
苗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
「
皆
さ
ん
で
大
切
に
育
て
て
、
そ
の
種
か
ら
ま
た
花
を
育
て
る

な
ど
、
花
の
命
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
に
答
え

て
、橋
本
琴
乃
さ
ん
が「
花
も
人
も
命
を
大
切
に
し
た
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
が
町
内
の
各
小
中
学
校
を
訪
れ
、
花
苗

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

花植えのようす

戦
没
者
追
悼
式
・
慰
霊
祭
が

　
　
　

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

三
春
町
戦
没
者
追
悼
式
お
よ
び
戦

没
者
慰
霊
祭
が
６
月
13
日
、
三
春
交

流
館
「
ま
ほ
ら
」
ホ
ー
ル
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
主
催
に
よ
る
戦
没
者
追
悼
式
は
、

初
め
に
戦
没
者
８
３
９
柱
に
対
し
黙

祷
を
行
っ
た
あ
と
、
鈴
木
義
孝
町
長

が
式
辞
を
、
来
賓
の
隂
山
𠀋
夫
町
議

会
議
長
、
三
瓶
正
栄
県
議
会
議
員
が

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

三
春
町
遺
族
会
主
催
に
よ
る
戦
没

者
慰
霊
祭
で
は
、
斎
主
に
よ
る
祝
詞

奏
上
に
続
き
、
岩
渕
康
晃
町
連
合
遺

族
会
会
長
が
祭
文
を
述
べ
、
遺
族
会

各
地
区
代
表
に
よ
る
玉
串
拝
礼
を
行

い
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
来
年
度
か
ら
は
、
毎
年

６
月
の
第
３
火
曜
日
に
戦
没
者
追
悼

式
・
慰
霊
祭
を
執
り
行
う
こ
と
を
確

認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

戦没者追悼式のようす



三春交流館運営協会自主事業

　「うたごえ喫茶 ともしび」は、今年で 62 年続いている歌声喫茶の老舗で、
今 60 代から 80 代の皆さんが青春時代のころ若者に人気のあるライブの場所
で一世を風靡しました。
　当日は皆さんのリクエストを交え、「あの素晴らしい愛をもう一度」や、「高
原列車は行く」などの子どもの頃や青春時代に歌ったふるさとの歌や愛の歌
を声を合わせて、歌って、楽しく、元気になりましょう！
◆ 開 催 日　7 月 15 日（土）午後３時開演、午後２時 30 分開場
◆ 前売り券　全席指定　2,000 円（当日 500 円増）
＊チケット好評発売中！

◆ 平成 29 年度自主事業の予定について

開催日 催事名 内容

平成30年
１月８日（月・祝）

ニューイヤーコンサート2018
「映画音楽の旅」

2011年のニューイヤーコンサートで
大人気を博した須川展也、山形由美、
小柳美奈子、鈴木大介の4人の奏者
による「映画音楽の旅」コンサートを
再び開催します。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

綾音　～Ａｙａｎｅ～　長唄

　東京藝術大学音楽学部邦楽科のＯＧにより結成された若手女性邦楽ユニッ
トです。日本の伝統芸能の一つである長唄を普及・継承し、古来の所作や美徳、
精神性を崩さず、“魅せる長唄” の実現を探求しています。当日は、紅葉の時
期にマッチした演目を揃えましたのでお楽しみください。
◆ 開 催 日　10 月 14 日（土）午後 3 時開演、午後 2 時 30 分開場
◆ 前売り券　全席指定　一般 2,500 円　高校生以下 1,000 円（当日 500 円増）
◆ チケット発売開始日　◇ 窓口受付　7 月 12 日（水）　午前 10 時
　　　　　　　　　　　 ◇ 電話受付　7 月 13 日（木）　午前 10 時

24

主 な 施 設 の 休 館 日

延　長　業　務

▶ 図書館（☎ 62-3375）
　 7 月 3・5・10・17・24・31 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　 7 月 3・10・18・24・31 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　 休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　 （☎ 62-5263）
　 7 月 3・10・18・24・31 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　 7 月 3・10・24・31 日
▶ 児童生活センター
　 （☎ 62-8666）
　 日曜日
▶ 地域子育て支援センター
　 （☎ 62-0555）（旧中央児童館内）
　 土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　 土・日曜日、祝日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　7 月 5・12・19・26 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　7 月 2・9・16・23・30 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　7 月 15 日（土）・16 日（日）
　 午前９時〜午後４時
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 7 月～ 8 月 6 日のイベント情報 ◆◆◆

16日（日）

8日（土） 17日（月）

みはるスタンプ会事務局☎62-3523

郡山信用金庫三春支店☎62-2105

　

「東北夢の桜街道」絵画展

11日（火）
～13日（木）

山口音楽教室ピアノ発表会

刑務所作業製品展示即売会

7月
9日（日）

10時～15時
ホワイエ

7月

7月

7月7月

7月

幼稚園生から高校生の子ども達の発
表会です。日頃の勉強の成果が発揮で
きるよう一生懸命演奏する姿をぜひご
覧ください。

三春小学校と中郷小学校の児童の皆
さんが描いた桜の絵画展です。描かれ
た三春の春をぜひご覧ください。

福島刑務所作業部門☎024-557-1353

5日（水）
～7日（金）

受刑者が製作した日用雑貨品、タンス、
縫製品、婦人靴、紳士靴などを販売し
ます。

綾小路きみまろ笑劇ライブin三春2017
(協)みはるスタンプ会設立25周年記
念お客様謝恩イベントです。ぜひお越
しいただき、笑顔の絶えない楽しいひ
とときをお過ごしください。

11日9時～19時
12日9時～19時
13日9時～16時
ホワイエ
無料

14時～16時
まほらホール
指定席

13時30分
～16時30分
まほらホール
自由席
無料

ピアノ発表会 吉田佳保里☎77-3066

三春アンサンブル支援会第41回コンサート 三春アンサンブル支援会（井上）☎080-6016-0218
14時30分
～16時30分
まほらホール
自由席／1000円
小学生以下無料

三春の歌人故天野多津雄氏の孫で東京芸
術大卒の声楽村谷祥子さんとピアノ、弦楽
によるコンサートです。今回は三春小合唱
部も参加。また、ホワイエにて、天野氏とそ
の師匠若山牧水の直筆の書も展示します。

13時30分～16時
まほらホール
自由席
無料

生徒さん達の演奏はまだ学習途上で
すが、偉大なピアニストの演奏の瞬間
と同じく真実で純粋で必至です。その
美しさをお聴きください。

山口音楽教室父母の会☎62-6071

26日（水）
～27日（木）

第23回福島県ジュニアピアノコンクール郡山地区予選
7月 26日11時30分～16時30分

27日9時20分～16時30分
まほらホール
自由席
無料

JPC実行委員会郡山地区予選事務局☎024-924-1162

三春磐州市実行委員会(村上)☎62-1409三春磐州市「七夕市」

15日（土）
7月 地元の農産物や商店の特売品など、い

ろいろなお店が出ますので、ぜひお越
しください。

11時～13時
交流広場

三春交流館運営協会☎62-3837うたごえ喫茶新宿ともしびinまほら

15日（土）
7月 ｢うたごえ喫茶ともしび｣は、60代から80

代の皆さんが青春時代の頃に一世を風
靡しました。当日は皆さんのリクエストを
交え、ふるさとの歌や愛の歌を、声を合わ
せて歌って、楽しく、元気になりましょう。 

15時～
まほらホール
指定席
前売り2,000円
当日2,500円

29日（土）

子ども夏まつり
7月 12時20分～15時

まほらホール
ホワイエ
入場無料
催し100円

子どもと保護者による手作りのお祭り
です。おみこしや出店があり、お楽しみ
がたくさんあります。ぜひお越しくださ
い。

児童生活センター☎62-8666

6日（日）

第15回福島明也先生声楽公開レッスン講座修了コンサート
8月 14時～16時30分

まほらホール
自由席
1,000円

第15回目を迎え、今年は皆さんに親しま
れているオペラのアリアと中田喜直･古
関裕而のラジオ歌謡からの選曲です。お
楽しみください。

コーロ･ミハル(内藤)☎62-1800

26日　ベーシック・初級A・上級
27日　初級B・中級A・中級B
※ 上級の日程は27日（2日目）に変更
　 になる場合が御座います。
　 何卒ご容赦ください。

　夏の天体を観察します。
▶ 日　　時　7 月 7 日（金）、7 月 15 日（土）
　　　　 　　午後 8 時〜 10 時
▶ 集合場所　自然観察ステーション天文台
▶ 参 加 料　大人 200 円／子ども 100 円

星を見る会

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　植物などを使って布を染めます。たたみ方によっ
て様々な模様ができます。
※ 児童生活センター事業共催
▶ 日　　時　7 月 8 日（土）
　　　　　　 午前 9 時 30 分〜午後 0 時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参 加 料　500 円
▶ そ の 他　汚れてもいい服装でご参加ください。

草木染教室（子供向け）

　ひんやり、おもしろいスライムを自分で作ってみよ
う！（楽しく学ぼう化学シリーズ②）
▶ 日　　時　7 月 15 日（土）
　　　　　　 午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参 加 料　無料

スライムをつくろう

　ライトアップを使って、夜の昆虫を観察します。
▶ 日　　時　7 月 22 日（土）
　　　　　　 午後 6 時 30 分〜 8 時 30 分
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参 加 料　無料

夜の昆虫観察会

自然観察ステーションイベント情報

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　 掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

趣
味
・
教
養
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〈町民図書館☎ 62-3375、FAX61-1026〉

〈地域子育て支援センター☎ 62-0555〉

〈保健福祉課☎ 62-3166、FAX62-0202〉

図書館・地域子育て支援センター・保健福祉課の今月の行事

就学前の7月生まれの
お子さんと保護者

保護者の方が、新しい友人とお話するなどして楽しい一時を過
ごしてみませんか。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
7月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の保健師・栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

季節の製作を親子でつくり持ち帰ります。

図書館のスタッフが来て楽しいお話をします。

ハピハピＤaｙ

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし“あのね”

7月7日（金）
11時～

お誕生会
7月生まれ（要予約）

7月5日（水）
11時30分～

7月19日（水）
10時～12時
申込期限7月14日（金）

特になし

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

のびのびの日
離乳食についての相談

7月21日（金）
10時～12時

たのしいせいさく 7月12日（水）
10時～12時

出前おはなし会 7月25日（火）
10時～11時

特になし

特になし

地域
子育て支援
センター

平成29年3月11日
～4月10日生まれ

3歳児 平成26年4月1日
～5月31日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・尿・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

保健センター開放日

平成28年9月1日
～10月31日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

おやつやさん

平成27年12月1日
～12月31日生まれ

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

7月18日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

7月20日（木）
13時～13時15分受付
7月19日（水）
13時～13時15分受付

1歳6か月児

7月18日（火）
9時～12時 特になし

9～10か月児 7月26日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

★ 利用時間は、①午前 10 時～午後０時、②午後 1 時～ 3 時です。遊ぶ場所は 2 階になります。お車でお越しの
方は地域子育て支援センターの奥に駐車してください。

7月9日（日）
10時30分～11時日ようおはなし会

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
絵本とわらべ唄 7月26日（水）

10時30分～11時

幼稚園児と小学生低学年

乳幼児と保護者、妊婦

◆ 開場期間　7 月 21 日（金）〜 8 月 24 日（木）
◆ 午前の部　午前 9 時〜 11 時 55 分　◆ 午後の部　午後 1 時〜 3 時 55 分
※ 期間中は休まず開場しますが、気温・水温が 23℃以下の場合は休場します。
※ 町内小学校水泳交歓会のため、７月 24 日（月）、25 日（火）は休場にな
　ります。雨天により水泳交歓会が延期された場合、27 日（木）を休場する
　場合があります。
※ 国の基準に基づく水質検査を実施して開場します。
◆ 入 場 料　一般／１回 100 円、高校生以下／１回 50 円
◆      問　  　町民体育館　☎ 62-6212（月曜日は休館）

町営貝山プールオープン！

　図書館・地域子育て支援センター・保健福祉課の今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。
　※ 児童生活センターの今月の行事は 27 ページに掲載しています。  
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子
ど
も
・
親
子

〈
自
由
研
究
／
読
書
感
想
文

応
援
コ
ー
ナ
ー
あ
り
ま
す
〉

　

町
民
図
書
館
で
は
夏
休
み
の
期

間
（
７･

８
月
）
に
、
自
由
研
究

と
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
課
題
図
書
の
２
つ
の
特
集

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

遊
び
に
宿
題
に
、
夏
休
み
に
は

ぜ
ひ
図
書
館
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。自由研究／読書感想文応援コーナー

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
の
今

月
の
行
事
〉

▼ 

お
り
が
み
教
室

★ 

今
年
度
か
ら
１
回
ず
つ
の
申
込

　

制
と
な
り
ま
し
た
。
場
所
は
、

　
三
春
小
学
校
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
室
で
行
い
ま
す
。

▽ 

日
時　
７
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～

▽ 

場
所　
三
春
小
学
校

　
　
　
　

 

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
室

▽ 

対
象　
小
学
校
２
年
生
以
上

▽ 

テ
ー
マ　
「
お
店
さ
ん
開
店
！
！
」

　

折
り
紙
の
基
本
を
習
お
う
。

　

折
り
紙
で
果
物
や
野
菜
を
作
っ

て
み
よ
う
。
ど
ん
な
お
店
屋
さ
ん

に
な
る
か
な
？

▽ 

参
加
費　
１
０
０
円

▽ 

申
込
先　
児
童
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
三
春
小
学
校
内
）
へ
参
加
費
を

　

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

出
前
理
科
ク
ラ
ブ
希
望
者
募
集

　

夏
休
み
中
の
「
地
区
子
ど
も
会
」

な
ど
へ
の
出
前
理
科
ク
ラ
ブ
を
実

施
し
ま
す
。「
も
の
づ
く
り
体
験
」

「
理
科
実
験
」
な
ど
、
様
々
な
内

容
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
実
施
で
き
る
日
に

ち
が
限
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
12
日
（
水
）

▼ 

費
用　
無
料

※ 

高
額
経
費
の
場
合
、
一
部
負
担
し

　

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

第
21
回 

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　

 

子
ど
も
夏
ま
つ
り

▽ 

日
時
・
内
容

　

 

７
月
29
日
（
土
）

・
午
後
０
時
20
分
～ 

神
輿
と
ぎ
ょ

・
午
後
１
時
～
３
時

　

出
店
開
店
や
ゲ
ー
ム
、
わ
ん
ぱ

く
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
盆

太
鼓
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
発

表
が
あ
り
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
楽
し
め

ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▽ 

参
加
料
（
チ
ケ
ッ
ト
代
）

 　
１
０
０
円

▼ 

申
込
・
問

　

 

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
62-

８
６
６
６

出店のようす 神輿とぎょのようす

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞町民図書館：61-1026　児童生活センター：62-8669

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス

ト
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読
み
物
・
文
芸

遠
縁
の
女
︵
青
山
文
平
︶
／
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
犬
︵
乾
緑
郎
︶
／

諦
め
な
い
女
︵
桂
望
実
︶
／
さ
よ
う
な
ら
、
お
母
さ
ん
︵
北
里
紗

月
︶
／
ブ
ラ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
坂
上
田
村
麻
呂
伝

︵
左
高
例
︶
／
か
が
み
の
孤
城
︵
辻
村
深
月
︶
／
西
の
魔
女
が
死

ん
だ
︵
梨
木
香
歩
︶
／
御
徒
の
女
︵
中
島
要
︶
／
万
次
郎
茶
屋
︵
中

島
た
い
子
︶
／
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
に
ゃ
ん
そ
ろ
じ
ー
︵
有
川
浩 

町
田
康

他
︶
／
踊
れ
ぬ
天
使 

佳
代
の
キ
ッ
チ
ン
︵
原
宏
一
︶
／
ひ
と
め
ぼ
れ

︵
畠
中
恵
︶
／
暗
手
︵
馳
星
周
︶
／
さ
ら
ば
愛
し
き
魔
法
使
い
︵
東

川
篤
哉
︶
／
青
の
王
︵
廣
嶋
玲
子
︶
／
劇
場
︵
又
吉
直
樹
︶
／
あ

と
は
野
と
な
れ
大
和
撫
子
︵
宮
内
悠
介
︶
／
海
道
の
修
羅
︵
吉
川

永
青
︶
／
優
し
き
悪
霊 

溝
猫
長
屋
祠
之
怪
︵
輪
渡
颯
介
︶
／
人

み
な
眠
り
て
︵
カ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト
︶

※ 新着コーナーには、7 月 6 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026

今月の お すす め 本

　興味のあることを調べてま
とめる「調べ学習」の仕方を
まとめたシリーズです。テー
マの決め方から具体的な調べ
方、まとめ方まで、豊富な事
例とともに学ぶことができま
す。図書館では夏休み期間中、
実験や調べものに役立つ本を
集めた「自由研究コーナー」
をご用意します。どうぞ、お
子さん・お孫さんとご一緒に
ご利用ください。

『調べ学習ナビ 新聞編／旅行編』
山本紫苑・調べ学習ナビ編集室／著

理論社
　三春町の寺社の写真集で
す。有名なものだけでなく、
お地蔵さまや小さな祠まで、
町内計 186 ヶ所の写真が掲
載されています。巻末の撮
影地マップを見てみると、
こんなにたくさんあるのか、
と改めて驚かされます。地
元でよく知っている場所で
も、新たな発見があるかも
しれません。

『三春巡礼（合掌付）』
大内博勝／著

ビラボ

『調べ学習ナビ 新聞編／旅行編』
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〈
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ

い
て
〉

　

国
保
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
の
方
へ
、
人
間
ド
ッ
ク
の

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
額
は
受
診
経
費
の
半
額
で

最
高
限
度
額
３
万
円
で
す
。
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
年
度
内
に
町
で
実
施

す
る
健
康
診
査
（
一
般
健
康
診
査

お
よ
び
が
ん
検
診
な
ど
）
を
受
診

さ
れ
た
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
保
加
入
の
方
は
、
35

歳
以
上
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

助
成
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
福
祉
課

　
　
　

 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
検

査
を
実
施
し
ま
す
〉

　

福
島
県
で
は
、
県
民
の
安
全
・
安

心
と
将
来
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、

県
民
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
保
健
福
祉
課
ま
で
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

実
施
日
時

▽ 

８
月
17
日
（
木
）

　

 

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽ 

８
月
18
日
（
金
）・
19
日
（
土
）・

　

 

20
日
（
日
）

　

 

① 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

　

 

② 

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼ 

実
施
場
所

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

 （
三
春
町
南
町
26-

１
）

▼ 

申
込
期
限　
８
月
８
日
（
火
）

▼ 

検
査
対
象
者

① 

検
査
日
実
施
前
日
の
時
点
で
福

　

島
県
内
の
市
町
村
に
住
民
票
が

　

あ
る
方
、
ま
た
は
福
島
県
内
の

　

事
業
所
も
し
く
は
学
校
等
に
通

　

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
。

② 

平
成
23
年
３
月
12
日
時
点
で
福

　

島
県
内
の
市
町
村
に
住
民
票
が

　

あ
っ
た
方
、
も
し
く
は
居
住
し

　

て
い
た
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の

　

方
か
ら
、
平
成
24
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
出
生
し
た
方
。

③ 

平
成
23
年
３
月
12
日
時
点
で
福

　

島
県
外
に
住
民
票
が
あ
っ
た
方

　

の
う
ち
、
福
島
県
県
民
健
康
調

　

査
の
対
象
と
さ
れ
た
方
。

※ 

年
齢
や
受
検
回
数
に
よ
る
制
限

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
．検
査
の
目
的

　

体
内
に
あ
る
放
射
性
物
資
を
測

り
、
概
ね
一
生
の
間
に
受
け
る
と

思
わ
れ
る
線
量
を
推
計
す
る
た
め
。

２
．検
査
の
内
容

① 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
体

　

表
面
汚
染
検
査
（
約
２
分
）

② 

全
身
計
測
装
置
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ

　

カ
ウ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
検
査

　

に
よ
る
全
身
検
査
（
約
２
分
）

※ 

検
査
に
お
い
て
放
射
線
を
浴
び

　

た
り
、
痛
み
を
伴
う
こ
と
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

３
．検
査
の
流
れ

　

受
付
↓
検
査
内
容
の
説
明
↓
①

体
表
面
検
査
↓
②
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る

検
査

○ 

受
付
か
ら
終
了
ま
で
約
30
分
と

　

な
り
ま
す
。

○ 

４
歳
未
満
で
椅
子
に
座
っ
た
姿

　

勢
が
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
受

　

検
可
能
で
す
。
そ
の
際
、
①
の

　

検
査
は
省
略
し
原
則
お
む
つ
ま

　

た
は
パ
ン
ツ
の
み
で
②
を
行
い

　

ま
す
。

４
．検
査
結
果

　

検
査
結
果
は
後
日
郵
送
、
ま
た

は
当
日
配
布
に
よ
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼ 

予
約
申
込
・
問

　

 

保
健
福
祉
課

　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

３
１
６
６

　

 

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

 

予
約
受
付
）

〈「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
開

催
の
お
知
ら
せ
〉

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　

お
茶
（
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
）
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
、
助
産
師
や
保
健
師
に
相

談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を
し

て
い
る
方
と
お
話
し
が
で
き
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時　
７
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　

        

11
時
30
分

▼ 
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

                
１
階 

ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

▽ 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　

 

相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
・
身
長
の
発

　

 

育
確
認

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　

 

つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ
ン
ポ

　

 

イ
ン
ト
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

▼ 

対
象　
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　
　

 

産
後
１
年
未
満
の
マ
マ

▼ 

持
参
物

　

 

母
子
手
帳
、
タ
オ
ル
、
粉
ミ
ル

　

 

ク
や
お
む
つ
な
ど
の
赤
ち
ゃ
ん

　

 

に
必
要
な
物

☆ 

参
加
は
無
料
で
す
。

☆ 

参
加
す
る
場
合
は
、
７
月
25
日

　

 

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

☆ 

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場

　

 

合
は
申
し
込
み
時
に
名
前
や
年

　

 

齢
等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

０
０
５
５

〈
産
後
ケ
ア
︵
デ
イ
ケ
ア
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
︶
を
実
施

し
ま
す
〉

　

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
心
配

に
対
応
す
る
た
め
、
日
帰
り
（
デ

イ
ケ
ア
）
や
お
泊
り
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
で
授
乳
や
育
児
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

産
後
ケ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

利
用
で
き
る
施
設
、
内
容
等

実施施設

産後１年以内のお母さんと赤ちゃん

お母さんの健康状態の確認や乳房ケア
赤ちゃんの健康状態の確認
育児相談や授乳や沐浴等のアドバイス

対象

星総合病院

内容

町立三春病院 寿泉堂綜合病院

1,000円
（昼食込み
1,500円）

1泊2日
　6,000円
1日追加
　3,000円

1泊2日
　6,600円
1日追加
　3,300円

1泊2日
　4,500円
1日追加
　4,000円

福島県助産師会の
実施施設

産後６か月未満の
お母さんと赤ちゃん

利用者
負担額

デイケア ショートステイ▼ 

申
込
方
法

　

子
育
て
支
援
課
へ
印
鑑
を
持
っ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

０
０
５
５

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞子育て支援課：62-3232　保健福祉課：62-0202
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子
ど
も
・
親
子

健　

康

年　

金

〈
出
産
や
手
術
で
大
量
出
血

し
た
方
な
ど
へ
「
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し

た
か
？
」
〉

▼ 

特
定
の
製
剤
に
よ
る
感
染
の
場

　
合
の
給
付
金
の
請
求
に
は
、
平

　
成
30
年
１
月
15
日
ま
で
の
訴
訟

　
提
起
が
必
要
で
す

　

過
去
に
、
妊
娠
中
や
出
産
時
の

大
量
出
血
、
手
術
で
の
大
量
出
血

を
し
た
方
な
ど
の
中
に
は
、
特
定

の
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
方
が
多
数
い
ま
す
。
こ
う

し
た
感
染
被
害
の
方
々
に
対
し
、

「
Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
き
給
付
金
の
支
給
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
国
を
相
手
に
し
て
、
裁
判

所
へ
の
訴
訟
の
提
起
な
ど
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
給
付
金
の
請

求
の
前
提
と
な
る
訴
訟
の
提
起
な

ど
は
、
平
成
30
年
１
月
15
日
ま
で

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
る
方
は
期
限
ま
で
に
お

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、「
政
府
広
報 

Ｃ
型

　

肝
炎
」
で
検
索

▼ 

問　
保
健
福
祉
課

　
　
　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
ふ
く
し
ま
健
民
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
〜
三
春
町
健
康
づ
く

り
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
！
〜
〉

　

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業

は
、
健
康
づ
く
り
を
楽
し
く
、
気

軽
に
、
継
続
し
て
、
取
り
組
む
た

め
に
始
ま
っ
た
事
業
で
、
福
島
県

と
三
春
町
が
連
携
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
や
、
地

域
活
動
へ
参
加
し
て
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
て
、
健
や
か
で
お
得
な
「
健

民
」
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

▼ 

対
象
と
な
る
方

　

三
春
町
に
在
住
の
18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）
の
方

▼ 

利
用
方
法

① 

健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
へ
参
加

　

し
て
、
台
紙
に
記
録
し
て
く
だ

　

さ
い
。

② 

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
、
基
準
ポ

　

イ
ン
ト
を
達
成
さ
せ
て
く
だ
さ

　

い
。

③ 
一
定
基
準
に
な
る
と
、
ふ
く
し

　

ま
健
民
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま

　

す
。

④ 

協
力
店
で
「
ふ
く
し
ま
健
民
カ

　

ー
ド
」
を
提
示
す
る
と
、
お
得

　

な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

　

豪
華
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応
募
で

　

き
ま
す
。

⑤ 

引
き
続
き
、
健
康
づ
く
り
を
継

　

続
す
る
こ
と
で
発
行
カ
ー
ド
が

　

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

ポ
イ
ン
ト
を
記
録
す
る
台
紙
を

〈
町
民
健
康
づ
く
り
講
演
会

の
お
知
ら
せ
〉

▼ 

日
時

　

 

７
月
28
日
（
金
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー 

１
階

　
　
　
　

 

機
能
訓
練
室

▼ 

定
員　
50
名

▼ 

参
加
費　
３
０
０
円

※ 

ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
材
料
費
実
費
負
担

▼ 

申
込
期
限　
７
月
20
日
（
木
）

▼ 

申
込
・
問

 　
保
健
福
祉
課

　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

３
１
６
６

▶ 時間　午後1時30分～3時
▶ 講演　「心の健康と快眠の秘訣」
　　　　 ～リラックス健康法を身につけよう～　
▶ 講師　針生ケ丘病院
　　　　 大森洋亮 氏（精神保健福祉士）
▶ 時間　　　 午後3時10分～３時40分
▶ 講話・実技　「香りを日常生活に」
　　　　　　  ～簡単アロマスプレーでリラックス～
▶ 講師　　　 アロマインストラクター
　　　           猪腰由美 氏

▼ 内容

　

７
月
広
報
と
一
緒
に
各
世
帯
に

　

１
部
ず
つ
配
布
し
ま
し
た
。

　

ご
家
族
で
参
加
す
る
場
合
に
は
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
区
公
民
館

　

で
追
加
配
布
し
ま
す
。

※ 

高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
制

　

度
に
参
加
し
て
い
て
も
利
用
で

　

き
ま
す
。

▼ 

問　
保
健
福
祉
課

　
　
　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
〉

　

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平
成
30

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
、４
９
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利

用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お

得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、

書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納

付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の

あ
る
方
（
※
）
の
財
産
を
差
し
押
さ

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る

制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
町
役

場
の
国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、

　

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負

　

う
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
な

　

り
ま
す
。

▼ 

問
▽ 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

住
民
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

８
１
２
６

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞保健福祉課：62-0202　住民課：62-5155
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〈
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て
〉

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」

（
平
成
28
年
６
月
ま
で
は
30
歳
未
満
、

平
成
28
年
７
月
以
降
は
50
歳
未
満
が

納
付
猶
予
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
町
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

平
成
29
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
29
年
７
月
分
か
ら
平
成
30

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間

に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た

日
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
に
な
り

ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め

に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
等

は
、
一
度
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
町

役
場
の
国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

住
民
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
年
金
請
求
書
の
手
続
き
漏
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〉

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

が
「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短

縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
こ
れ
ま

で
対
象
と
な
る
方
に
黄
色
の
封
筒

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
開
始
は
平
成
29
年

８
月
１
日
（
最
も
早
い
年
金
の
お

支
払
い
は
平
成
29
年
10
月
）
で
す
。

　

ま
だ
、
請
求
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
を
。
ご
予
約

の
上
、
年
金
事
務
所
に
て
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

☎
０
５
７
０-

05-

１
１
６
５

〈
就
職
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
〉

　

県
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま
就
職

応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に
よ
る
就

職
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
７
月
11
日
（
火
）

　

 　
　

   

午
後
１
時
30
分

　
　

    

～
午
後
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　

 

楽
屋
Ａ

▼ 

対
象
者

　

町
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒
学

生
等
も
含
む
）、
震
災
等
の
影
響
に

よ
り
町
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
。

▼ 

内
容　
就
職
相
談
、職
業
紹
介
、

〈
ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職

面
接
会
の
お
知
ら
せ
〉

　

平
成
30
年
３
月
に
大
学
等
を
卒

業
予
定
の
方
、
平
成
27
年
３
月
以

降
に
大
学
等
を
卒
業
し
て
現
在
就

職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の

あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼ 

日
時

　

 

８
月
２
日
（
水
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼ 

会
場

　

 

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

 （
郡
山
市
南
２-

52
）

▼ 

開
催
内
容

▽ 

企
業
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　

 

午
前
10
時
～
午
後
０
時

・
合
同
就
職
面
接
会

　
 

午
後
１
時
～
４
時

※ 
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
・
若

　

者
応
援
宣
言
企
業
を
中
心
に
県

　

内
企
業
３
０
０
社
が
参
加
予
定
。

▼ 

そ
の
他

▽ 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽ 

参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前

　

ま
で
に
福
島
労
働
局
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

▽ 

事
業
所
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事

　

担
当
者
と
の
面
談
、
採
用
計
画
等

　

の
求
人
情
報
提
供
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・

　

情
報
提
供
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

〈
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入

会
説
明
会
の
ご
案
内
〉

　

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼ 

日
時　
７
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

▼ 

入
会
資
格

▽ 

三
春
町
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

▽ 

健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方

▼ 

場
所
・
問

　

 

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 （
三
春
町
南
町
21-

１
）

　

 

☎
62-

７
３
０
８

〈
効
率
的
な
農
業
経
営
を
応
援
し

ま
す
〜
農
地
中
間
管
理
事
業
〜
〉

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
県
内
で

は
「
福
島
県
農
業
振
興
公
社
」）
で

は
、
農
地
を
貸
し
た
い
方
の
農
地

を
集
約
し
、
規
模
拡
大
を
希
望
す

る
農
家
へ
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

農
地
を
借
り
た
い
方

　

借
受
希
望
者
の
公
募
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
役
場
産
業
課
ま

た
は
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼ 

農
地
を
貸
し
た
い
方

　

役
場
産
業
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

農
地
中
間
管
理
機
構

　

 （
公
財
）
福
島
県
農
業
振
興
公
社

　

 

田
村
駐
在
員

　

 

☎
０
８
０-

３
７
５
４-

３
０
６
７

▽ 

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
１
１
２

▼ 

問　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

　

応
募
書
類
作
成
補
助 

な
ど

▼ 

そ
の
他

　

相
談
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不

要
、
予
約
可
。

▼ 

申
込
・
問

▽ 

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

　

 

郡
山
窓
口

　

 

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

▽ 

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

３
９
６
０



31
 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞産業課：62-3300　住民課：62-5155　建設課：62-3300

〈
農
産
加
工
研
修
の
開
催
の

お
知
ら
せ
〉

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業

短
期
大
学
校
で
は
、
次
の
と
お
り
農

産
加
工
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

研
修
内
容

▽ 農産加工技術の伝承コース

▽ マーケティング研修

浜通り伝承の加工技術(25名)
11月  8日(水)
12月  6日(水)

会津伝承の加工技術(25名)
  8月30日(水)

農家の暮らしの知恵と技(35名)

  8月21日(月)

10月30日(月)
11月27日(月)

研修内容（定員数） 研修日 申込期日

農産加工と経営戦略(35名)   9月27日(水)   9月19日(火)

研修内容（定員数） 研修日 申込期日

▼ 

研
修
場
所

　

 

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

 

農
業
短
期
大
学
校

　

 

農
産
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

　

 

（
西
白
河
郡
矢
吹
町
一
本
木
４
４
６-

１
）

▼ 

受
講
対
象
者　
農
産
物
加
工
販

　

売
者
若
し
く
は
販
売
を
予
定
し

　

て
い
る
農
業
者

▼ 

申
込
方
法　
受
講
願
書
は
農
業

　

短
期
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
産

　

業
課
農
林
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

そ
の
他

▽ 

研
修
に
よ
っ
て
受
講
経
費
が
異

　

な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▽ 

各
研
修
で
募
集
定
員
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

▽ 

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
 

農
業
短
期
大
学
校

　
       

☎
０
２
４
８-

42-

４
１
１
４

　
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
８-

44-

４
５
５
３

▽ 
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-
２
１
１
２

〈
空
き
家
改
修
等
及
び
空
き

家
除
却
事
業
補
助
金
受
付
延

長
の
お
知
ら
せ
〉

　

町
で
は
、
町
外
か
ら
移
住
さ
れ

る
方
や
町
民
の
皆
さ
ん
が
長
く
こ

の
町
に
住
み
続
け
ら
れ
る
（
定
住
）

住
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
空
き
家
の
改
修
お
よ

び
住
宅
建
築
の
た
め
の
空
き
家
の

除
却
工
事
等
を
行
う
方
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
と
し
て
、
申

請
を
受
け
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
次
の
通
り
受
付
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者

　

町
内
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

三
春
町
に
移
住
の
た
め
に
三
春
町

内
の
空
き
家
（
自
己
所
有
と
借
家

は
問
い
ま
せ
ん
。）を
改
修
す
る
方
。

　

ま
た
は
三
春
町
内
の
空
き
家
を

除
却
、
住
宅
を
建
築
し
て
移
住
す

る
方
。

※ 

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
現

　

在
借
家
住
ま
い
で
、
当
該
事
業

　

に
よ
り
定
住
す
る
方
が
要
件
と

　

な
り
ま
す
。

▼ 

対
象
と
な
る
工
事
等
お
よ
び
補

　
助
金
の
額

① 

空
き
家
を
改
修
す
る
工
事

　

 

対
象
費
用
の
２
分
の
１
の
額
以
内

　
 

（
上
限
は
１
５
０
万
円
）

② 

空
き
家
の
改
修
に
併
せ
て
実
施

　
す
る
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等

　

 
対
象
費
用
の
合
計
金
額
以
内

　

 （
上
限
は
40
万
円
）

③ 

空
き
家
を
除
却
す
る
工
事

　
（
除
却
後
の
住
宅
建
築
が
条
件

　
と
な
り
ま
す
。）

　

町
の
補
助
単
価
（
１
４
、０
０
０

　

円
／
㎡
）
に
空
き
家
の
床
面
積

　

を
乗
じ
て
得
た
額
以
内

※ 

た
だ
し
、
実
際
の
費
用
が
補
助

　

単
価
を
下
回
る
場
合
は
そ
の
額

　
（
上
限
は
２
５
０
万
円
）

▼ 

主
な
要
件

① 

町
内
の
事
業
者
が
改
修
工
事
等

　

を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

② 

市
町
村
民
税
等
の
滞
納
が
な
い

　

こ
と
。

③ 

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
事
業

　

が
完
了
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

▼ 

申
請
受
付
期
間

　

平
成
29
年
５
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　

～
12
月
27
日
（
水
）

▼ 

申
請
方
法

　

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ
備
え
付

け
の
事
業
実
施
計
画
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

注
意
事
項

　

補
助
金
は
町
の
予
算
の
範
囲
内

で
交
付
し
ま
す
。

▼ 

申
請
・
問

　

 

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
１
１
３

〈
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ
〉

▼ 

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

　
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
に
ご

　
請
求
く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第
十

回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼ 

支
給
対
象
と
な
る
方

　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
の
妻

や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
で
順
位
が
先
に
な
る
ご

遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽ 

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の

　
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１
．平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に 

　

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

　

取
得
し
た
方

２
．戦
没
者
等
の
子

３
．戦
没
者
等
の
①
父
母 

②
孫 

　

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

　

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要

　

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

　

に
よ
り
、 

順
番
が
入
れ
替
わ
り

　

ま
す
。

４
．右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

　

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

　

姪
な
ど
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

　

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が

　

あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

▼ 

支
給
内
容

▽ 
国
債
名
称

　

 
第
十
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

 　

い
号

▽ 

額
面

 　
25
万
円
（
５
年
償
還
）

▼ 

請
求
窓
口
・
問

 　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

８
１
２
６

農　

業

年　

金

仕　

事

農　

業

暮
ら
し



32

〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

◎ 
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
７
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◎ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で

す
。
各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融

機
関
届
出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
取
扱
金
融
機
関
︼

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山
信

用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

店
、
郵
便
局

◎ 

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の

　
交
換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器

は
、
次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う

か
が
い
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
、（
有
）
柳
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
、（
株
）
三

立
設
備

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
な
ど
が
料
金
を
請
求
す
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　

　

 

企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣

事
業
お
よ
び
耐
震
改
修
促
進
事

業
の
お
知
ら
せ
〉

１ 

三
春
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者

 　
派
遣
事
業

　

町
内
に
存
す
る
旧
耐
震
基
準

（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工

事
着
手
）
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
す
る

場
合
、
町
が
建
築
士
等
を
派
遣
し

て
耐
震
診
断
お
よ
び
補
強
計
画
の

作
成
を
実
施
し
ま
す
。

▽ 

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

① 

所
有
者
（
町
税
を
滞
納
し
て
い

　

な
い
者
に
限
る
。）
が
自
ら
居

　

住
す
る
住
宅

② 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工

　

事
着
手
さ
れ
た
一
戸
建
て
住
宅

③ 

在
来
軸
組
工
法
、伝
統
的
工
法
、

　

枠
組
壁
工
法
等
に
よ
る
木
造
３

　

階
建
て
以
下
の
住
宅

④ 
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
耐
震

　

診
断
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
住
宅

▽ 
耐
震
診
断
者
派
遣
に
要
す
る
費
用

　

 

個
人
負
担
額　

８
、０
０
０
円

※ 

そ
の
他
、
耐
震
診
断
者
派
遣
に

　

要
す
る
費
用
は
三
春
町
が
負
担

　

し
ま
す
。

２ 

三
春
町
木
造
住
宅
耐
震
改
修

　

 

促
進
事
業

　

現
行
の
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な

い
木
造
住
宅
の
耐
震
性
能
を
向
上

さ
せ
る
「
耐
震
改
修
」
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▽ 

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
さ
れ
た
も
の

② 

所
有
者
が
自
ら
居
住
し
て
い
る

　

一
戸
建
て
の
専
用
住
宅
ま
た
は

　

併
用
住
宅
（
住
宅
の
用
途
に
供

　

す
る
部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面

　

積
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
も

　

の
に
限
る
。）

③ 

在
来
軸
組
構
法
、
伝
統
的
構
法

　

ま
た
は
枠
組
壁
工
法
に
よ
り
建

　

築
さ
れ
た
地
上
階
数
が
３
以
下

　

の
も
の

④ 

耐
震
診
断
に
よ
り
耐
震
基
準
に

　

適
合
し
て
い
な
い
と
診
断
さ
れ

　

た
も
の

⑤ 

建
築
基
準
法
の
規
定
に
違
反
す

　

る
建
築
物
で
な
い
も
の

⑥ 

こ
の
要
綱
に
よ
る
補
助
金
の
交

　

付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
も
の

▽ 

補
助
金
額

・
一
般
改
修

　

工
事
費
の
２
分
の
１
か
つ
最
大

１
０
０
万
円

・
段
階
改
修

　

工
事
費
の
２
分
の
１
か
つ
最
大 

60
万
円
（
簡
易
改
修
・
部
分
改
修
）

３ 

募
集
期
間
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

▽ 

募
集
期
間

　

 

平
成
29
年
９
月
29
日
（
金
）
ま
で

▽ 

申
込
方
法

　

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ
備
え
付

け
の
派
遣
申
込
書
に
必
要
書
類
を

添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

〈︵
公
財
︶
福
島
県
文
化
振
興

財
団
助
成
事
業
の
申
請
受
付

に
つ
い
て
〉

▼ 

対
象
事
業　
県
内
に
住
所
を
置

　

き
活
動
の
本
拠
を
有
す
る
団
体

　

の
行
う
文
化
活
動

　

成
果
発
表
事
業
、
発
表
会
等
へ

　

の
参
加
事
業
、
被
災
者
文
化
活

　

動
支
援
事
業
な
ど

▼ 

対
象
時
期

　

 

平
成
29
年
10
月
１
日
（
日
）

 

～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

▼ 

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
に

　

記
入
の
上
、
三
春
交
流
館
「
ま

　

ほ
ら
」
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※ 

申
請
様
式
に
つ
い
て
は
福
島
県

　

文
化
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限

　

 

平
成
29
年
８
月
26
日（
土
）（
必
着
）

▼ 

申
込
・
問

　

 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 

☎
62-

３
８
３
７

▽ 

注
意
事
項

　

実
施
予
定
件
数
に
達
し
た
時
点

で
本
年
度
の
申
込
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

▼ 

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞企業局：62-2666　建設課：62-3300　まほら：62-4727
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〈
保
健
福
祉
課
国
保
医
療
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

◎ 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

　

 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

 

の
更
新

　

現
在
、
使
用
し
て
い
る
国
民
健

康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
・
被
保

険
者
証
は
７
月
下
旬
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。

▽ 
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　

 
対
象
者

　

昭
和
17
年
８
月
２
日
か
ら
昭
和
22

年
７
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▽ 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

 

対
象
者

　

昭
和
17
年
７
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

◎ 

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

　

 

医
療
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申

　

 

請
・
更
新
受
付

　

保
険
適
用
分
に
お
け
る
医
療
費

な
ど
の
支
払
い
を
、
限
度
額
適
用

認
定
証
で
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
の
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
該
当
さ
れ

る
方
に
は
申
請
書
を
７
月
下
旬
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
。
引
き
続
き
必

要
な
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
福
祉
課

　
　
　

 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
７
月
28
日
は
日
本
肝
炎

デ
ー
で
す
〉

　

肝
炎
と
は
、
肝
臓
の
細
胞
に
炎
症

が
起
こ
り
、
肝
細
胞
が
壊
さ
れ
る
病

態
で
す
。
そ
の
原
因
に
は
、
ウ
イ
ル

ス
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
自
己
免
疫
等
が

あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
あ
る
い
は
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
肝
炎
が

そ
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ

れ
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
間
に
病
状
が
進

行
し
、
気
づ
い
た
時
に
は
肝
硬
変
や

肝
が
ん
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
病
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て

も
検
査
を
で
き
る
だ
け
早
く
受
け
て

感
染
を
知
り
、
医
療
機
関
で
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
で
肝
硬
変
や
肝

が
ん
と
い
っ
た
深
刻
な
症
状
に
進
行

す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
治
る
、

も
し
く
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
病

気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
得

て
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
結
び

付
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
保
健
福
祉
課

　
　
　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
封
筒
や
カ
レ
ン
ダ
ー
は
雑

が
み
︵
資
源
ご
み
︶
で
す
〜

雑
が
み
︵
資
源
ご
み
︶
で
出

し
ま
し
ょ
う
〜
〉

　

三
春
町
で
は
燃
え
る
ご
み
に
含

ま
れ
る
「
雑
が
み
」
の
分
別
を
徹

底
し
た
い
と
考
え
、
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
す
が
、

雑
が
み
と
間
違
い
や
す
い
物
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
特
に
お
酒
の
び
ん
の
包
装
箱
が

多
い
よ
う
で
す
。）

　

な
お
、
紙
袋
は
自
宅
に
あ
る
物

を
利
用
い
た
だ
い
て
大
丈
夫
で
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

※ 

自
宅
に
あ
る
紙
袋
に
入
れ
て
、
ひ

　
も
で
縛
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
！
︵
ダ

　
ン
ボ
ー
ル
で
す
が
、
雑
が
み
と
間

　
違
い
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。︶

この写真のように、ダンボー
ル特有のクッション部分が
ある場合は、ダンボールと
して資源に出してください。

〈
は
か
り
の
定
期
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
〉

　

商
店
・
工
場
・
病
院
・
学
校
な

ど
で
取
引
や
証
明
行
為
に
使
用
す

る
「
は
か
り
」
は
、
計
量
法
の
規

定
に
よ
り
、
２
年
に
一
度
定
期
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
そ
の
検
査
の
年
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合

は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
検

査
は
、
は
か
り
の
大
き
さ
や
種
類

に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

▼ 

集
合
検
査

　

福
島
県
計
量
検
定
所
が
指
定
す

る
期
日
・
場
所
で
行
う
検
査

▽ 

日
時

　

 

９
月
26
日
（
火
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▽ 

場
所

　

 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 

ホ
ワ
イ
エ

▽ 

対
象

　

ひ
ょ
う
量
５
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

未
満
の
「
一
般
小
型
は
か
り
」
な

ど
運
搬
可
能
な
も
の

▼ 

所
在
場
所
検
査

　
（
一
社
）
福
島
県
計
量
協
会
ま

た
は
一
般
計
量
士
が
は
か
り
の
所

在
場
所
に
出
向
い
て
行
う
検
査

▽ 

日
程

・
電
気
式
は
か
り
、
一
般
小
型
は
か
り

　
８
月
１
日
（
火
）
～
４
日
（
金
）、

16
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）

・
中
型
は
か
り

　
７
月
11
日
（
火
）
～
13
日
（
木
）

・
大
型
は
か
り

  

７
月
３
日
（
月
）
～
７
日
（
金
）、

10
日
（
月
）
～
12
日
（
水
）

▽ 

場
所　
各
事
業
所

▽ 

対
象

・「
電
気
式
は
か
り
」
や
ひ
ょ
う
量

　

５
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る

　
「
中
型
は
か
り
」、
２
ト
ン
を
超

　

え
る
「
大
型
は
か
り
」
な
ど
運

　

搬
不
向
き
な
も
の

・「
一
般
小
型
は
か
り
」
で
所
在
場

　

所
検
査
を
希
望
す
る
方

▼ 

検
査
手
数
料　
有
料

※ 

中
型
・
大
型
は
か
り
の
場
合
、

　

こ
の
ほ
か
に
分
銅
運
搬
費
な
ど

　

別
途
諸
経
費
を
加
算

▼ 

問

　

 

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

３
９
６
０

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞保健福祉課：62-0202　住民課：62-5155　産業課：62-3300

暮
ら
し
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▼ 公営住宅

▼ 特定公共賃貸住宅

※ 駐車場使用料は 1 か月 2,000 円です。

〈
町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
〉

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷
金
は
、

家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。 駅南ヶ丘団地

（中耐4階建・S55年）

団地名／構造・建築年

八島台五丁目1-3

所在地

家賃：14,500円～
　　  28,600円

3DK １戸
（316号室）

募集戸数間取・階数

無

駐車場

3階

一本松34団地
（中耐4階建・H5年）

団地名／構造・建築年

一本松34番地

所在地

家賃：50,000円

3LDK １戸
（306号室）

募集戸数間取・階数

有

駐車場

3階

▽ 

公
営
住
宅

（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得
が

　

15
万
８
千
円
以
下

（
イ
）
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
世
帯

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
上

で
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 
受
付
期
間

　

 
７
月
10
日
（
月
）
～
18
日
（
火
）

　

 （
土
日
祝
日
を
除
く
）

※ 

期
間
中
に
申
込
が
な
か
っ
た
住

　

戸
は
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定　

　

 

平
成
29
年
８
月
中
旬

▼ 

申
込
・
問

　

 

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　

 　

☎
62-

２
１
１
３

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

　

町
で
は
、
南
町
高
齢
者
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
の
方
等
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
公
営

住
宅
で
す
。

▼ 募集戸数および家賃など　所在地：字南町４－１

Cタイプ
単身世帯用
（和室）

規格 募集戸数

13,400円
～26,400円

家賃（月額）

無

駐車場

5,000円
3戸

（107号室）
（112号室）
（213号室）

面積

1DK
（41.55㎡）

共益費1 共益費2

約1,000円

Ａタイプ
夫婦世帯用
（和室+洋室）

1戸
（201号室）

1LDK
（69.50㎡）

22,500円
～44,300円 6,000円 約1,000円 無

南
町
高
齢
者
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▼ 

入
居
資
格

　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

方
。

① 

現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

　

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

② 

60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③ 

日
常
生
活
を
自
立
し
て
営
め

　

る
程
度
の
健
康
状
態
で
あ
る
こ

　

と
。

④ 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

　

る
こ
と
に
よ
り
前
記
③
の
状
態

　

と
同
程
度
の
生
活
が
で
き
る
こ

　

と
。

※ 

要
介
護
認
定
者
は
対
象
に
な

　

り
ま
せ
ん
。

⑤ 

収
入
が
法
令
で
定
め
る
基
準

　

以
内
で
あ
る
方
（
平
成
27
年
の

　

総
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
等
を

　

差
し
引
い
て
12
で
割
っ
た
額

※ 

月
額
所
得
２
１
４
、０
０
０
円

　

以
下

⑥ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

　

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第

　

２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力

　

団
員
で
な
い
こ
と
。

▼ 

申
込
方
法

　

保
健
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
入

居
申
込
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
ご

本
人
と
の
聞
き
取
り
面
接
を
行
い

ま
す
。

▼ 

入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

▽ 

住
民
票

▽ 

平
成
28
年
分
の
所
得
証
明
書

▽ 

市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る

　

こ
と
を
証
す
る
書
類

▽ 

非
課
税
証
明
書
（
非
課
税
の

　

方
の
み
）

▽ 

住
宅
の
立
ち
退
き
を
要
求
さ

　

れ
て
い
る
方
は
、
貸
主
の
立
ち

　

退
き
に
係
る
証
明
書

▼ 

募
集
期
間

　

７
月
14
日
（
金
）
～
21
日
（
金
）

※ 

土
日
除
く

▼ 

入
居
予
定
時
期

　
平
成
29
年
８
月
予
定

※ 

時
期
が
遅
く
な
る
場
合
も
あ

　

り
ま
す
。

▼ 

問　

　

 

保
健
福
祉
課

　

 

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

        

☎
62-

₃
１
６
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２
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　小学生の親子を対象に、「さくら湖自然教室 2017」が開催されます。森と湖に親しむ旬間のイベ
ントとして、参加する皆さんに、さくら湖周辺の自然に親しみながらダムと水環境について知り、
考えていただくのが目的です。
　昆虫観察、水生生物観察、水上探検の３つの教室があり、それぞれ専門の先生の指導で生き物の
観察や採集、ボートでのさくら湖探検などを行います。
　夏休みの学習や思い出づくりに、ぜひ参加してみてください。
▶ 日　　時　７月 30 日（日）
　　　　 　　午前８時〜 11 時 30 分
▶ 場　　所　三春ダム管理所およびさくら湖周辺
▶ 対　　象　大滝根川流域の小学生（親子同伴）先着順で合計 100 名
　　　　 　　※ 三春町、郡山市東部地区、田村市船引地域、二本松市と本宮市の三春町との隣接
　　　　　　　   地区、葛尾村、富岡町
▶ 内　　容
▷ 自然教室　（昆虫観察教室 35 名、水生生物観察教室 35 名、水上探検教室 30 名）
▷ 三春ダム施設見学
▶ 参 加 費　無料
▶ 募集期間　７月１日（土）〜 20 日（木）

さくら湖自然教室 2017 参加者を募集します

◎ 写真は、過去に開催された教室の様子です。

▶ 申込・問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727
                                                  Ｅメール gakusyu@town.miharu.fukushima.jp

募　

集

水上探検教室のようす 水生生物観察のようす

昆虫観察教室のようす ダム見学のようす
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〈
平
成
29
年
度
社
会
福
祉
法

人
田
村
福
祉
会
管
理
栄
養
士

を
募
集
し
ま
す
〉

▼ 

採
用
人
員　
３
名

▼ 

採
用
予
定
日

　

 

平
成
29
年
10
月
～
12
月

　

 （
応
相
談
）

〈
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
お
城
山

史
跡
巡
り
参
加
者
募
集
〉

　

四
季
折
々
の
美
し
さ
を
間
近
に

見
せ
て
く
れ
る
お
城
山
は
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。

　

今
回
「
続
日
本
百
名
城
」
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
お
城
山
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時

　

 

７
月
７
日
（
金
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
０
時

▼ 

集
合
場
所

 　
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
前

▼ 

講
師　

 

平
田
学
芸
員

▼ 

参
加
料　
無
料

▼ 

主
催

 　
三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会

▼ 

そ
の
他

▽ 

お
城
山
に
登
れ
る
服
装
で
来
て

　

く
だ
さ
い
。

▽ 

飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 
小
雨
決
行
（
荒
天
時
中
止
）

▼ 
問　
佐
久
間
佳
子

　
　
　

 
☎
62-

５
６
６
５

〈
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
〉

　

４
月
１
日
か
ら
上
舞
木
地
内
に

開
所
し
た
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
が
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
愛
称
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格

　

小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼ 

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
応
募
先
ま
で
持
参
ま
た
は
郵

送
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
も
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
自
作
、

未
発
表
の
も
の
で
あ
れ
ば
何
点
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

　

応
募
用
紙
は
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
、
町
役
場
等
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

▼ 

募
集
期
間

　

７
月
１
日（
土
）～
８
月
18
日（
金
）

▼ 

賞
お
よ
び
副
賞

　

 

最
優
秀
賞 

１
点

　

 

（
賞
状
と
記
念
品
（
図
書
カ
ー

　

 

ド
１
万
円
分
））

▼ 

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
応
募
用
紙
と
同
封

の
愛
称
募
集
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼ 

応
募
先
・
問

　

 

福
島
県 

食
品
生
活
衛
生
課

　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
４
２

▼ 

応
募
資
格

▽ 

管
理
栄
養
士
有
資
格
者

▽ 

法
人
内
の
各
施
設
へ
通
勤
可
能
な
方

▼ 

業
務
内
容

　
特
養
で
の
栄
養
ケ
ア
計
画
作
成

ほ
か
管
理
栄
養
士
業
務

▼ 

試
験
日

　

 

平
成
29
年
９
月
２
日
（
土
）

▼ 

選
考
方
法

　

 

書
類
選
考
、
面
接
試
験

▼ 

応
募
方
法

　
田
村
福
祉
会
各
事
業
所
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
指
定
の
申
込

用
紙
を
取
得
し
８
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

当
日
消
印
有
効

▼ 

提
出
書
類

① 

職
員
採
用
試
験
受
験
願
書

　

 （
指
定
様
式
１
）

② 

自
筆
履
歴
書

 　
（
指
定
様
式
２
）

③ 

管
理
栄
養
士
免
許
証
の
写
し

▼ 

そ
の
他

　

施
設
の
情
報
な
ど
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

〒
９
６
３-

７
７
５
２

　

 

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字

　

 

六
升
蒔
68
番
地

　

 

社
会
福
祉
法
人
田
村
福
祉
会

　
 

本
部
事
務
局

　
 

☎
61-

２
７
６
１

〈
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
！
〉

　

平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、
全

国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
に
お
い

て
、
各
種
相
続
手
続
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
法
定
相
続
人
が

誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
各
種
相
続
手
続
で
戸
籍
謄
本

の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。（
※
）

　

手
続
先
が
複
数
あ
る
場
合
、
手

続
が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

と
て
も
便
利
な
制
度
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

発
行
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳

し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※ 

相
続
手
続
で
必
要
と
な
る
書
類

　

は
各
機
関
で
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

必
要
な
書
類
は
提
出
先
と
な
る

　

各
機
関
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

福
島
地
方
法
務
局

　

 

不
動
産
登
記
部
門

　

 

☎
０
２
４-

５
３
４-

２
０
４
５

広　
告　
欄

広　告　欄



37

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110

︻
F
i
n
d
!
三
春
︼

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体
験
と

三
春
ダ
ム
探
検

　

今
年
も
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

豊
富
な
種
類
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
食
べ
比
べ
や
、
摘
み
た
て
を
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
る
な
ど
、
自

分
で
収
穫
で
き
る
か
ら
こ
そ
の
お

楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
冷
た
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ス
ム
ー
ジ
ー
も
ご

賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

　

太
陽
の
下
、
収
穫
体
験
を
し
た

後
は
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

ダ
ム
の
内
部
を
探
検
で
き
ま
す
。

　

夏
休
み
目
前
、
一
足
先
に
自
由

研
究
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

▼ 

日
時

　

 

７
月
15
日
（
土
）

　

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

▼ 

集
合
場
所

　

 

三
春
の
里
田
園
生
活
館

 　

☎
62-

８
０
１
０

▼ 

定
員

 　
20
名
（
最
少
催
行
人
数
15
名
）

▼ 

料
金

▽ 

大
人　
１
、５
０
０
円

▽ 

小
学
生
以
下　
８
０
０
円

▼ 

持
ち
物

 　

帽
子
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

〈
平
成
29
年
度
入
国
警
備
官
採

用
試
験
案
内
〉

▼ 

受
験
資
格

▽ 

警
備
官

① 

平
成
29
年
４
月
１
日
に
お
い
て

　

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

　

起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い

　

な
い
方
お
よ
び
平
成
30
年
３
月

　

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

　

教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

② 
人
事
院
が
左
記
に
準
ず
る
と
認

　

め
る
方

▽ 
警
備
官
（
社
会
人
）

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

※ 

警
備
官
①
に
規
定
す
る
期
間
を

　

経
過
し
た
方
お
よ
び
人
事
院
が

　

そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る
方
に

　

限
り
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

 

７
月
18
日
（
火
）
午
前
９
時

　

 　

～
27
日
（
木
）

▽ 

郵
送
ま
た
は
持
参

　

 

７
月
18
日
（
火
）
～
20
日
（
木
）

※ 

原
則
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

　

し
込
み
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

第
１
次
試
験

　

 

９
月
24
日
（
日
）

▼ 

第
１
次
試
験
合
格
発
表

　

 

10
月
11
日
（
水
）

▼ 

第
２
次
試
験

 　

10
月
24
日
（
火
）
～
26
日
（
木
）

▼ 

最
終
合
格
発
表

 　

11
月
21
日
（
火
）

〈
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期

大
学
校
に
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
〉

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学

校
は
、
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る

学
校
で
、
優
秀
な
船
舶
運
航
技
術

者
の
育
成
を
目
的
と
し
、
海
と
船

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

卒
業
生
に
は
、
海
技
資
格
に
お

け
る
特
典
が
付
与
さ
れ
、
海
運
界

は
も
ち
ろ
ん
そ
の
関
連
産
業
を
中

心
に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
日

　

７
月
１
日
（
土
）、
23
日
（
日
）、

10
月
７
日
（
土
）

▼ 

選
抜
区
分

▽ 

Ａ
Ｏ
入
試

▽ 

指
定
校
推
薦
入
試

▽ 

自
己
推
薦
入
試

▽ 

一
般
入
試

※ 

多
種
多
様
な
選
抜
方
法
が
ご
ざ

　

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

〒
０
２
７-

０
０
２
４

　

 

岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
２-

５-

10

　

 

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

　

 

教
務
課

　

☎
０
１
９
３-

62-

５
３
１
６ 

    

Ｈ
Ｐhttps://w

w
w.jm

ets. ac.jp/      
             m

iyako/

　

 

Ｅ
メ
ー
ルkyoum

u-m
iyako@

　
　
　
　
　

  jm
ets.ac.jp

▼ 

問

　

 

法
務
省
仙
台
入
国
管
理
局

　

 

総
務
課
人
事
担
当

 　

志
村
・
三
塚
・
梅
村

　

 

☎
０
２
２-

２
５
６-

６
０
７
６

み
ん
な
の
掲
示
板

広　
告　
欄

▼ 

申
込
・
問

　

 

（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部

　

 

み
は
る
観
光
協
会

　

 

☎
62-

３
６
９
０

※ 

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

　

は
電
話
で
の
み
の
受
付
と
な
り

　

ま
す
。

広　告　欄
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〈
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
〉

　

熱
中
症
は
正
し
い
予
防
法
を
知

り
、
日
頃
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽ 

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
。

▽ 

運
動
や
作
業
を
す
る
と
き
は
、

　

こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
。

▽ 

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
を
活

　

用
す
る
。

▽ 

外
出
時
は
、
日
傘
や
帽
子
な
ど

　

で
直
射
日
光
を
避
け
る
。

〈
台
風
へ
備
え
ま
し
ょ
う
〉

　

台
風
が
到
来
す
る
時
季
に
な
り

ま
し
た
。

　

被
害
を
減
ら
す
た
め
、
次
の
こ

と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼ 

事
前
の
準
備

▽ 

側
溝
を
清
掃
し
、
水
の
流
れ
を

　

よ
く
し
て
お
く
。

▽ 

風
で
飛
ば
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

　

る
も
の
は
、
固
定
す
る
か
片
づ

　

け
る
。

▽ 

非
常
時
の
必
需
品
（
懐
中
電
灯
、

　

水
、食
料
な
ど
）を
備
え
て
お
く
。

▼ 

接
近
し
て
き
た
時
に
は

▽ 

気
象
情
報
に
注
意
す
る
。

▽ 

外
出
は
控
え
る
。

▽ 

危
険
を
感
じ
た
場
合
に
は
早
め

　

に
避
難
す
る
。

〈
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

職
員
を
募
集
し
ま
す
〉

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
職
員
採
用

候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

受
験
案
内
（
申
込
用
紙
）
は
、
最

寄
り
の
消
防
署
、
基
幹
分
署
、
分
署
、

〈
花
火
・
火
遊
び
に
よ
る
火

災
の
防
止
〉

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
安
全
に

遊
び
ま
し
ょ
う
。

▽ 

風
が
強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い
。

▽ 

燃
え
や
す
い
も
の
が
な
く
、
広

　

く
て
安
全
な
場
所
を
選
ぶ
。

▽ 

子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
。

▽ 

説
明
書
の
注
意
事
項
を
必
ず
守
る
。

▽ 

水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び
終

　

わ
っ
た
花
火
は
水
に
つ
け
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ

せ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出
し

　

な
い
。

▽ 

ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
子
ど
も
の

　

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

▽ 

子
ど
も
だ
け
で
火
を
使
わ
せ
な
い
。

▽ 

火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
正
し
い
火

　

の
使
い
方
に
つ
い
て
教
え
る
。

分
遣
所
、救
急
所
で
７
月
１
日
（
土
）

か
ら
配
付
し
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
返
信

先
を
記
入
し
１
４
０
円
分
の
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒﹇
角
形
２
号（
縦

33
・
２
㎝
×
横
24
㎝
）﹈を
同
封
し
て
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

受
験
申
込
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼ 

募
集
人
員　
18
名
程
度

▼ 

受
験
資
格

　
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
。（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

▼ 

受
付
期
間

　

 

７
月
21
日（
金
）～
８
月
31
日（
木
）

※ 

郵
便
に
よ
る
受
験
申
込
は
、
受

　

付
最
終
日
の
消
印
ま
で
有
効
と

　

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

　

る
受
験
申
込
は
８
月
17
日
（
木
）

　

ま
で
で
す
。

▼ 
申
込
受
付
場
所

　

 

消
防
本
部
総
務
課
人
事
教
養
係

▼ 

第
一
次
試
験　
９
月
24
日（
日
）

▼ 

試
験
会
場

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部

▼ 

問

 　

〒
９
６
３-

８
８
７
７

　

 

郡
山
市
堂
前
町
５
番
16
号

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部
総
務
課
人
事
教
養
係

　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
７
０
８

▼ 

問

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部 

予
防
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
２

▼ 
問

　
 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 
消
防
本
部 

消
防
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
３

▼ 

問

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部 

消
防
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
３

広　
告　
欄

広　告　欄
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〈
ひ
き
こ
も
り
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
〉

　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
、
関
心
の
あ
る
方
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
７
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼ 

場
所　
須
賀
川
市
産
業
会
館

　
　
　
　

 

（
須
賀
川
市
花
岡
34-

２
）

▼ 内容
▶ 講　演　「ひきこもりと向き合う方法」　
▶ 講　師　白河・郡山メンタルサポート
　　　　　 臨床心理士　成井香苗さん

▶ 発　表　「ひきこもりからの回復」
▶ 発表者　元当事者・支援者

※ 

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

 

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
１
１

〈
平
成
29
年
度
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す
〉

　

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

福
島
地
方
協
力
本
部

　

 

郡
山
地
域
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

7月1日（土）～9月8日（金）

【1次】9月18日（月）

18歳以上27歳未満の者

募集種目 受付期間 試験期日応募資格

9月5日（火）～9月29日（金）防衛大学校学生 高卒（見込含）21歳未満の者 【1次】11月4日（土）・
　　　　 5日（日）

9月16日（土）
9月23日（土）

一般曹候補生

自衛官候補生

航空学生
海：高卒（見込含）23歳未満の者
空：高卒（見込含）21歳未満の者

【1次】9月16日（土）
男子
女子
一般
（前期）

▼ 募集内容

〈
第
67
回
福
島
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
〉

　

県
で
は
、
統
計
に
興
味
と
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
第

67
回
福
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼ 

募
集
作
品

　

観
察
記
録
や
既
存
の
デ
ー
タ
な

ど
を
手
描
き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
で

グ
ラ
フ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー

▽ 

テ
ー
マ　
自
由

▽ 

大
き
さ

　

72
・
８
㎝
×
51
・
５
㎝
（
Ｂ
２
判
）

▼ 

応
募
資
格　
小
学
生
以
上

▼ 

募
集
期
限

　

９
月
４
日
（
月
）
必
着

▼ 

応
募
・
問

　

 

〒
９
６
０-

８
０
４
３

　

 （
住
所
記
載
不
要
）

　

 

福
島
県
企
画
調
整
部 

統
計
課

　
 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
３

※ 
小
・
中
・
高
校
生
は
、
各
学
校

　

 
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
法
蔵
寺
蓮
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
〉

　

蓮
の
花
は
７
月
中
の
早
朝
が
見

頃
で
す
。
自
由
に
見
学
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎ 

期
間
中
開
催
行
事

▼ 

投
句
会

▼ 

写
経
会

▼ 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

▼ 

そ
ば
打
ち
教
室

 　
７
月
16
日
（
日
）

　

 

午
前
10
時

▼ 

打
ち
た
て
そ
ば
無
料
試
食
会

　

 

７
月
16
日
（
日
）

　

 

午
前
11
時

▼ 

観
蓮
会

▽ 

日
時　
７
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

 

午
前
６
時

▽ 

内
容　
早
期
大
茶
会

　
　
　
　

 

花
架
拳
の
舞　

な
ど

▼ 

問

　

 

法
蔵
寺

　

 （
三
春
町
字
荒
町
１
６
９
）

　

 

☎
62-

２
６
３
７

み
ん
な
の
掲
示
板

広　
告　
欄

広　告　欄
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① 

相
続
放
棄

　

被
相
続
人
の
財
産
の
全
て
を

承
継
し
な
い
方
法
の
こ
と
で

す
。
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
を
放
棄

し
て
プ
ラ
ス
の
財
産
の
み
を
相

続
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

相
続
人
が
相
続
に
よ
り
、
多

額
の
借
金
を
負
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
場
合
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

② 

限
定
承
認

　

プ
ラ
ス
の
財
産
の
範
囲
内
で

マ
イ
ナ
ス
の
財
産
を
引
き
継
ぐ

と
い
う
、
条
件
付
き
の
相
続
の

こ
と
で
す
。

　

プ
ラ
ス
の
財
産
と
マ
イ
ナ
ス

相
続
登
記
Q
＆
A

　

「
親
の
借
金
が
多
い
場
合
の
対
応
は
？
」

先
日
、
私
の
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
生
前
、
父
は
5
0
0
万
円
相
当
の
家
を
所
有
し
て

い
ま
し
た
が
、
借
金
1
、0
0
0
万
円
を
負
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
一
人
息
子
で
あ
り
、
母

は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
父
名
義
の
家
を
売
却
し
た
と
し
て
も
、

5
0
0
万
円
程
度
の
借
金
が
残
っ
て
し
ま
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
借
金
を
相
続
し
な

い
で
済
む
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

民
法
で
は
、「
相
続
人
は
、
相
続
開
始
の
時
か
ら
、
被
相
続
人
（
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。）
の
財
産
に
属
し
た
一
切
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
民

法
8
9
6
条
）。
こ
こ
で
い
う
「
被
相
続
人
の
財
産
」
は
、
被
相
続
人
の
全
て
の
財
産
が
対
象

と
な
る
た
め
、
相
続
時
に
家
や
現
金
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
財
産
よ
り
も
借
金
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス

の
財
産
が
多
い
場
合
に
は
、
思
わ
ぬ
多
額
の
借
金
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
民
法
に
は
、
相
続
人
が
財
産
を
承
継
す
る
か
し
な
い
か
を
自
由
に
選
択
で
き

る
こ
と
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
民
法
9
1
5
条
1
項
）。

連
載
第
八
回

QA. .

の
財
産
の
ど
ち
ら
が
多
い
の
か
が

不
明
で
あ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
ま

す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
マ

イ
ナ
ス
の
財
産
が
多
い
こ
と
が
明

ら
か
な
場
合
は
、
相
続
放
棄
を
行

う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

息
子
さ
ん
が
相
続
放
棄
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
お
父
さ
ん
の
全
て

の
財
産
を
相
続
し
な
い
こ
と
に
な

り
、
家
を
相
続
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
が
、
借
金
を
相
続

し
な
い
で
済
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

次
回
の
テ
ー
マ
は
、「
相
続
分

と
は
な
ん
で
す
か
？
」
で
す
。

▼ 
問　
福
島
地
方
法
務
局

　
　
　

 
☎
０
２
４-

５
３
４-

２
０
４
５

　

な
お
、
相
続
放
棄
と
限
定
承
認
の

手
続
き
は
、
相
続
す
る
こ
と
を
知
っ

て
か
ら
３
か
月
以
内
に
家
庭
裁
判
所

に
申
述
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
３
か
月
以
内
に
家
庭

裁
判
所
に
申
述
し
な
け
れ
ば
、
被
相

続
人
の
全
て
の
財
産
が
相
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

４
月
に
、
20
歳
か
ら
39
歳
の

方
へ
お
送
り
し
ま
し
た
、「
胃
が

ん
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
検
診
受

診
券
」（
白
い
ハ
ガ
キ
）
の
施
設

検
診
実
施
医
療
機
関
電
話
番
号

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
、
次
の
と
お
り
訂

正
い
た
し
ま
す
。

● 

の
ざ
わ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼ 

誤　
☎
62-

１
５
０
０

▼ 

正　
☎
61-

１
５
０
０

▼ 

問　
保
健
福
祉
課

　
　
　

 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
放
送
大
学
10
月
募
集
の
お
知
ら
せ
〉

　

放
送
大
学
は
、
平
成
29
年
度
第

２
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８

月
31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼ 

問

　

 

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
２
４-

９
２
１-

７
４
７
１

広　告　欄



41
26
26
25
25
26
41
30
41
41
26

25
27
25
41
26

4（火）
5（水）
7（金）

8（土）
9（日）
11（火）

12（水）
13（木）
15（土）

18（火）

26
26
26
41
26
26
26
15
25
41
26
26
26
28

29
27

18（火）
19（水）

20（木）

21（金）

22（土）

25（火）

26（水）

27（木）
28（金）

29（土）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
おはなし“あのね”（11時30分・地域子育て支援センター）
ハピハピDay（11時・地域子育て支援センター）
星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション天文台）
草木染教室（9時30分～12時・自然観察ステーション）
日ようおはなし会（10時30分～11時・町民図書館）
心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
就職相談会（13時30分～15時30分・三春交流館「まほら」楽屋A）
行政相談（10時～12時・三春町役場）
人権相談（10時～15時・三春町役場）
たのしいせいさく（10時～12時・地域子育て支援センター）
健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）
スライムをつくろう（9時30分～11時30分・自然観察ステーション）
おりがみ教室（9時30分・三春小学校わんぱくクラブ室）
星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション天文台）
心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
保健センター開放日（9時～12時・保健センター）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）
お誕生会 7月生まれ（10時～12時・地域子育て支援センター）
乳幼児健診・3歳児（13時～13時15分・保健センター）
こころの健康相談会（9時30分～12時・保健センター相談室）
乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時15分・保健センター）
のびのびの日 離乳食についての相談（10時～12時・地域子育て支援センター）
町営貝山プールオープン（～8月24日・町営貝山プール）
平成29年度夏季企画展（～8月27日・歴史民俗資料館企画展示室）
夜の昆虫観察会（18時30分～20時30分・自然観察ステーション）
心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
出前おはなし会（10時～11時・地域子育て支援センター）
乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）
絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）
ままカフェみはる（10時～11時30分・保健センター1階ホール）
健康づくり男の料理教室（10時30分・保健センター）
町民健康づくり講演会（13時30分～15時40分・保健センター1階機能訓練室）
第21回わんぱくクラブ子ども夏まつり（三春交流館「まほら」）

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎68-2）

7月
2日(日)

7月 7月
3日(月)

雷ｸﾘﾆｯｸ
島貫整形外科

白岩医院
東部台こどもｸﾘﾆｯｸ
石塚医院
三春病院
南東北滝根診療所
大久保ｸﾘﾆｯｸ
かとうの内科ｸﾘﾆｯｸ
石川医院

中央通ｸﾘﾆｯｸやない
遠藤医院

さとう耳鼻咽喉科ｸﾘﾆｯｸ
まつえ整形外科
矢吹医院
春山医院
青山医院
のざわ内科ｸﾘﾆｯｸ
西山医院

4日(火)
5日(水)
6日(木)
7日(金)
10日(月)
11日(火)
12日(水)
13日(木)
14日(金)

18日(火)
19日(水)
20日(木)
21日(金)
24日(月)
25日(火)
26日(水)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後 7時～9時 30分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前9時～午後6時】★印は午後5時まで

白岩医院★ ☎77-2036
9日(日)

中央通りクリニックやない★ ☎81-266216日(日)
さいとう医院 ☎72-2500

17日(月) 三春病院　☎62-3131

夜間・休日のお医者さん

コスモ調剤薬局中央通り店

27日(木)

31日(月)
28日(金)

せんざき医院

23日(日)
30日(日)

東部台こどもクリニック★　☎81-2580
島貫整形外科　☎72-2722

浜田薬局
コスモ調剤薬局東部台

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・
　ご質問を募集しています。
〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後 7 時まで）、毎週日曜日（午前 8 時 30 分～午後 0 時）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁数
です。施設の休館日は 24 ページに掲載しています。7月の 行事 カレンダー

◎ 少しだけ　その一回が　命取り（佐藤真琴・三春中学校 3 年）

　

【行政相談】7 月 11 日（火）午前 10 時〜午後 0 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】7 月 11 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】7 月 4・11・18・25 日（火）
　午前 9 時〜午後 0 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【こころの健康相談会】7 月 20 日（木）
　午前 9 時 30 分〜午後 0 時
　／保健センター相談室／臨床心理士／要予約

【肢体不自由者巡回相談】7 月 6 日（木）
　午後 1 時〜 3 時／郡山市障害者福祉センター
　／医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 16,721 人（-14）うち男性 8,174 人（-5）・女性 8,547 人（-9）／世帯数 5,673 世帯（+9）

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 29 年６月１日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。

今月のバス運休日：2・9・16・17・23・30 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

人口・世帯数

7 月 31 日（月）　固定資産税 第 2 期　国民健康保険税 第 1 期　介護保険料 第 1 期納 期 限

○ ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○ 携 帯 サ イ ト　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/
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※平成 28 年度青少年健全育成標語入選作品
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マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休休
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町営バス運休カレンダー（7月）

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

27

22

29
休30

23
31

24



「ご当地キャラこども夢フェスタ inしらかわ」

　血液は人工的に造ることができず、また長い期間にわたって保存することもできません。そのため、絶えず誰
かの献血が必要です。ぜひ献血にご協力ください。
　なお、初めて献血される方は受付の際に、身分証明書（運転免許証や保険証など）のご提示をお願いします。
▶ 400mL 献血　▷ 男性　17 歳〜 69 歳（※）　▷ 女性　18 歳〜 69 歳（※）
※ 65 歳以上の献血については、献血いただく方の健康を考慮し、60 〜 64 歳の間に献血経験がある方に限ります。

７月は
「愛の血液助け合い運動」 月間です

～あなたの献血で救える命があります！～

▼ 町内献血バス巡回日程表

▶ 問　保健福祉課　健康づくりグループ　☎ 62-3166　FAX62-0202

　6 月 3 日、4 日に白河市で
開催された「ご当地キャラこ
ども夢フェスタ in しらかわ」
に、三春町マスコットキャラ
クターの「こまりん」が参加
しました。
　150 を超えるご当地キャラ
と一緒に、パレードやステー
ジ PR などを行い、会場はと
ても盛り上がっていました。

こまりん・なかじぞうさん こまりん・こにたろう

こまりんステージ PR のようす
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こまりん・んだべぇ・しもごろー・石ころ多

チーバくん・こまりん・キビタン

①石橋ハマプラス（株）：大字熊耳字平道内138
7月20日（木） ②フガク工機（株）東北工場：大字熊耳字大平2-1

③日本化学工業（株）福島第二工場：字天王前3

日にち 時　間
①午前9時30分～11時30分
②午後1時～2時30分
③午後3時～4時30分

場　所


